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鎌
会
に
住
ん
で
い
る
弘
に
は

、

十
月
鎌
倉
光
明
寺
の
御
十
夜
が
く
る
と
叫
軌
を
感
じ
る
。

御
十
次
ま
た
は
卜

伎
は
、

往
時
は
旧
熔
の
十
月
六
日
よ
り
十
五
自
主
つ
卜
昼
夜
行
な
わ
れ
た
法
盟
で
あ

る
。
現
釘
は
、

十
月
十
三
、

十
四

、

十
五
日
の
一
一
一
日
間
行
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
御
十
夜
の
は
じ
ま
り

は
、

後
花
凶
天
皇
の
御
代

、

平
点
画
が
京
都
真
如
主
に
詣
で
三
回
快
孜
の
不
断
念
仏
を
行
な
っ
た
と
き

、

夢

中
に
五
験
を
感
じ、

さ
ら
に
七
日
七
夜
念
仏
し
満
額
の
臼
が
十
月
十
五
日
で
あ
っ
た
と
い
う
因
縁
で

、

勅

命
に
よ
り
十
日
十
夜
不
断
念
仏
を
行
な
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
ま
た
無
品
存
緩
に
は
「
此
に
於
て
善
宏
修

す
る
こ
と
十
日

十
夜
な
れ
ば
他
方
諸
仏
国
土
に
於
て
蓄
を
為
す
こ
と
千
穏
な
ら
ん
に
勝
る
」
云
云
の
文
が

あ
る
。

浄
土
宗
で
は

、

明
応
四
年
(
一
四
九
五
〉
後
土
御
門
天
皇
の
御
代、

鎌
倉
光
明
寺
第
八
代
祐
崇
上
人
が

勅
命
に
よ
り
御
所
の
消
涼
殿
に
お
い
て
引
戸
念
仏
を
つ
と
め
ら
れ
た
と
き

、

勅
許
を
得
て
引
戸
阿
弥
陀
径

と
共
に
鎌
倉
光
明
守
に
移
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
引
戸
念
仏
は

、

天
台
宗
の
慈
党
大
師
が
中

国
の
五
台
山
に
て
伝
授
さ
れ

、

仁
刃
元
年
(
八
五
一
〉
に
比
叡
山
に
お
い
て
最
初
に
行
な
い、

そ
の
ど
弟

子
に
よ
っ
て
大
似
勝
林
院
や、
京
町
仰
真
如
蛍
を
は
じ
め
諸
処η
常
行
常
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
と
伝
え
ら

れ
る
。
引
山
'
念
仏
は
鉦
の
打
ち
い
み
も
六
学
士
山

、

四
つ
打
ち
、
官
滋
し
等
が
あ
り
念
仏
も
は
じ
め
綬
く
次
節

に
怠
に
な
る
、

先
亡
泊
岳
の
念
仏
で
あ
る
。
鎌
倉
光
明
守
の
十
夜
法
要
は、

三
浦
半
山
一
円
の
木
山
と
神

奈
川
教
区
の
寺
院
の
市
山
首
女
が
あ
つ
ま
り
例
制
と
は
者
が
一
体
と
な
っ
て
行
な
わ
れ
る
。
御
十
夜
の
間

は
境
内
に
航
木
市
が
立
ち
、

参
件
名
の
人
輸
す
の
詳
が
本
宮
の
内
外
に
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
払
の
了
供
の
頃

は
ν
ジ
ャ
ー

な
ど
な
か
っ
た
時
代
で
あ
り

、

度
内
外
に
た
く
さ
ん
の
露
店
商
が
立
ち、

サ
ー
カ
ス
の
小
島

架
ま
で
あ
っ
て
、
刈
入
が
終
っ
た
且
民
家
の
人
勺
の
今
日
で
一
五
・
フ
リ
タ
リ
エ

1

シ
g
y

の
場
で
も
あ
っ
た
。

今
年
の
御
十
夜
は

、

昨
年
本
立
を
改
築
し

、

本
年
は
開
山
内
止
の
修
復
が
な
さ
れ、

鎌
倉
の
線
路
か
ら
み

る
と
掠
の
山
に
一
際
央
し
く
盟
き
変
ら
れ
た
銅
甑
の
座
制
恨
の
本
草
で
合
式
を
伝
え
た
御
」
l
夜
が
盛
大
に
行

な
わ
れ
る
こ
と
と
思
う
。
(
佐

勝
行
信
)



弘
は
最
近
に
京
点
本
郷
の
ぬ
江
町
川
店
か
ら
一
通
の

糸
川
川
を
受
け
.
取
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
店
蝋
に
な
ら

べ
て
あ
っ
た
『
峨
椴
品
川
学
紗
』
の
木
版
本
三
十
五

怖
を
ば

、

東
ぃ
以
大
学
の
教
授
で
唯
出
学
の
研
究
に
造

請
の
深
い
絶
滅
令
山
博
上
か
御
覧
に
な
っ
て、

そ
の

巻
尾
に
大
鹿
態
我
師
の
手
沢
本
(
市
川
き
入
れ
本
の
こ

と
)
を
恒
川
現
霊
師
が
筆
写
し、

そ
れ
を
ま
た
浅
弁

法
眼
師
が
活
写
せ
ら
れ
た
奥
』
か
あ
る
の
で
、
こ
の

本
な
ら
ば
知
思
院
の
伴
さ
ん
が
啓
ん
で
求
め
ら
れ
る

で
あ
る
う
と
い
わ
れ
た
の
で
御
辿
知
し
志
す
と
い
・
フ

文
面
で
あ
っ
た
。

大
阪
凶
慰
成
帥
ほ
弘
の
ん
川
教
大
小
川
削
究
院
に
於
け
る

唯
識
学
専
攻
の
思
帥
で
あ
る
。
恒
川
現
包
師
も
山
山
弁

法
服
師
も
京
都
百
万
遍
本
山
に
浄
土
宗
専
門
学
院
の

あ
っ
た
時
代
の
大
鹿
僧
正
の
門
下
生
で
あ
っ
た
。
宗

門
知
名
の
師
の
名
前
が
奥
占
にB
か
れ
た
告
物
で
あ

る
か
ら

、

な
つ
か
し
さ
を
禁
じ
が
た
く
早
速
購
入
の

手
続
を
し
た
。
一
郎
三
十
五
間
の
『
向
学
砂
』
は
や

が
て
住
江
山
川
店
か
ら
送
ら
れ
て
米
た
。
u
r述
最
後
の

一
冊
の
奥
山
引
を
日
比
る
と

、

公
抗
で
左
の
よ
う
に
配
さ

れ
て
あ
る
。

則一 -- 7-ーーー~‘事学の辺身

宏
門主

信
土浄

岸

明
治
二
一
十
三
年
六
月
サ
九
円
校
了
、
叩
H

心
者
大
段

階
仙
成
講
師
の
手
沢
本
を
与
し
、
ル
米
中
は
学
ぃ
A
恒
川

現
波
誠
A
を
印
刷
写
せ
し
な
り

洛
北
百
万
遍
浄
土
宗W
門
学
院
市
窓
に
て
法
仲
介

法
服

と
記
さ
れ
て
あ
る
6

伶
土
宗
専
門
学
院
と
は
当
時
浄

上
宗
大
学
を
卒
業
し
た
も
の
が
更
に
仏
教
学
の
各
科

u

を
専
攻
す
る
所
で
あ
っ
た
。
当
時
の
点
門
学
院
に

は
勤
忠
義
減

、

士
川
合
4、

大
鹿
恕
成
符
の
宗
門
の

山
手
陀
が
教
技
を
し
て
い
ら
れ
た
の
で、

各
ウ
ポ
か
ら
も

恥
品
川
し
が
却
ま
っ
た
。
広
が
後
に
知
り
合
い
と
な
っ

た
人
の
小
に
は
ね
出
即
仰
師
、
雌
仲
介日
込
帥
な
ど
が

あ
る
。
山
側
足
帥A
M
Y
入
ムH
ウ
ポ
ぃ
比
礎
派
の
人
で
、

後
に
向

派
の
勧
学
院
の
院

P
Kと
な
ら
れ
た
。
藤
井
目
述
師
は

後
に
日
本
山
妙
法
寺
を
起
し
、
中
国

、

印
度
に
仏
教

復
興
運
動
を
起
し

、

戦
後
は
日
本
国
の
要
所

、

井
に

印
度
に
仏
舎
利
権
を
建
設
し

、

役
叩
介
の
平
和
運
動
に

寄
与
し
、
レ
今
年
は
米
川
々
を
迎
え
ら
れ
て
納
健
在
で
あ

る
。

- 2 ー

A
W七
山
川
市
門
川
f

院
も
後
に
宗
次
大
学
の
研
究
科
に

級
以
せ
ら
れ
て
、
自
然
皮
校
と
な
り、

後
に
は
学
制



の
変
却
で
-
-
m
故
大
学
分
伎
と
必
り
、

仏
教
q
門
学
校

と
な
り

、

'
d依
大
学
に
升
川
惜
し
、

現
有
の
仏
技
大
学

と
な
っ
て
い
る
。

動
・
以
媛
減
上
人
は
知
思f
M山
内
の
制
限
嗣
の
傍
ら
に

あ
る
一
心
院
の
住
軌
か
ら
弘
一
以
つM
林
伝
通
院
，h
ド

服
せ
ら
れ
た
。
私
は
宗
教
大
学
本
科
二
年
の
時

、

明

治
四
十
三
年
に
伝
通
院
に
於
て
加
行
を
し、

J
息
師

か
ら
京
戒
両
跡、
躍
件

、

街
艇
の
伝
訟
を
受
け
た
。

十
一
川
持
母
帥
は
仏
教
叩
川
学
校
の
ほ
口
氏
か
円
つ
宗
一
敬

大
学
の
学
長
と
た
ら
れ
た
古
、
徒
に
大
本
山
百
万
辺

知
思
寺
の
御
法
主
と
な
ら
れ
たe

大
m
u忠
政
師
も
仏
数
W
門
学
校
の
教
肢
か
ら
ん
市
政

大
午
乃
字
公
と
な
ら
れ
た
。
唯
措
同
小
の
泊
町
が
民
か

っ
た
の
で
、
弘
共
の
研
究
科
に
於
け
る
附
抽
学
問
サ
攻

の
指
息
数
去
と
な
っ
て
頂
い
た
。
師
は
安
上
の
浄
厳

院
住
職
か
ら
大
本
山
m
一
一
谷
金
波
光
明
寺
の
御
法
主
と

な
ら
れ
た
。
弘
は
研
究
科
二
年
が
研
究
院J一
年
の
制

度
と
な
っ
た
の
を
終
了
し
て
z
'旬
、
、

大
山
師
に
師

市
し
、
黒
谷
本
山
の
内
侍
向
心
入
り、
師
の
H
d
鴎

の
抑
録
を
ま
と
の
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
が

、

モ
ム
ベ

の
が
悩
に
妨
げ
ら
れ
て

、

遂
に
そ
の
こ
と
を
依
就
ナ

る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
今
以
て
遺
憾
に
思

っ
て
い
る
c

唯
識
学
の
研
究
は
成
唯
識A
L
r径
の
研
究
が
そ
の

中
心
と
な
る
の
で
あ
る
か

、

従
来
の
訓
話
の
伝
沈
的

学
風
で
は
唯
識
愉
の
抑
制
究
に
は
地
位
大
内
自
m
A
の

『
成
唯
段A
述
必
』
二
十
巻
か
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
註

釈
3
で
あ
り

、

そ
の
他
に
唯
誌
の
J
一
ケ
債
と
称
せ
ら

れ
る
続
r
m
v『M
mペ
ヰ
一
一
色
、

例
以
前
っ
r

袋
慌
』

七
位

、

併
問
の
『
消
印
船
』
七
世
を
わ
世
間
し

、

6

ら
に

日
本
選
述
の
『
成
峨
叫
論
川
学
紗
』
を
大
切
な
る
ん

m
w

考
仰
ほ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
川
手
紗
』
に
就
て
は
弘
共
午
生
時
代
に
は
大
部

の
本
凶
本
で
あ
り

、

自
作H
初
に
人
宇
寸
る
こ
と
は
で
き

な
か
e

た
の
で
あ
る
か
、
『
大n
本
仏
教
全
特
』
の

中
に
収
紋
せ
ら
れ
て
刊
行
せ
ら
・
れ
た
時
に
は
本
当
に

娼
し
く
患
っ
た
。
後
に
は
『
大
正
新
修
大
蔵
笠
』
の

中
に
も
収
作
せ
ら
れ
て
刊
行
を
比
応
。
前
品
市
の
司
A山

』
ふ
』
は
興
h
m
A
A
L
V
本
四
十
八
色
で
あ
り
、

後
郊

の
『
正
蔵
本
は
薬
品
守
合
抄
』
全
ハ
ト
六
巻
本
で
あ

り

、

私
が
今
度
入
手
し
た
の
は
延
宝
七
年
つ
木
版
綴

本
三
十
五
告
で
あ
る
。

- 3-
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結
城
令
聞
防
士
に
は
『
唯
識
学
典
籍
誌
』
と
い
う

ま
こ
と
に
唯
識
学
を
研
究
す
る
も
の
に
は
重
宝
な
る

丹
物
が
昭
和
三
十
八
年
に
刊
行
せ
ら
れ
た
。
唯
識
系

に
属
す
る
経
論
註
疏
が
印
度

、

西
蔵
、

中
国

、

朝

鮮
、
日
本
に
わ
た
っ
て

、

収
録

、

解
説
が
施
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
労
や
実
に
多
大
な
る
も
の
が
あ
り、

感

謝
に
た
え
な
い
。

結
滅
博
土
の
『
典
籍
蒜
』
に
よ
る
と、

こ
の
『
同

学
紗
』
は
平
安
朝
時
代
よ
り
の
唯
識
学
に
関
す
る
論

議
の
ぷ
本
を
資
材
と
し
て
、
興
福
寺
系
統
の
多
く
の

学
者
に
よ
っ
て
論
議
せ
ら
れ
た
集
積
を
鎌
倉
時
代
の

建
保
五
年
頃
に
良
算
が
整
理
し
て
編
集
せ
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

『
同
学
紗
』
の
現
存
す
る
も
の
は、

結
城
博
士
の

『
典
籍
誌
』
に
よ
る
と、

前
記
の
如
く
『
金
吉
』
本

の
輿
福
寺
古
抄
本
四
十
八
巻
と
『
正
蔵
』
本
の
薬
師

寺
古
抄
本
六
十
六
巻
と、

延
宝
七
年
の
木
版
本
六
十

二
巻
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
巻
数
に
相
違
の
あ

る
の
は
内
容
に
兵
略
等
の
相
違
の
あ
る
た
め
で
あ

る
、

と
し
て
あ
る
。
延
室
七
年
の
木
版
本
は
六
十
二

巻
と
あ
る
が

、

私
の
此
度
入
手
し
た
延
宝
版
は
三
十

五
巻
と
な
っ
て
い
る
が、

本
書
の
臼
録
の
表
紙
に
は

「
此
寄
目
録
ト
共、

三
十
五
巻
全
部
」
と
あ
る
が、

内
容
の
目
録
の
冠
誌
に
他
本
と
校
集
し
て
巻
数
が
記

入
せ
ら
れ
て
あ
る
が、

そ
れ
に
よ
る
と
六
十
二
巻
と

な
る
の
で
あ
る
。
又
『
山
内
籍
誌
』
に
延
宝
七
年
版
を

寿
枠
本
と
し
て
あ
る
が

、

本
持
の
巻
尾
に
は
位
牌
型

の
図
様
の
中
央
に
「
為
心
後
鹿
市
川
弘
渋
尼
成
三
菩
提

也
」
と
あ
り

、

そ
の
両
側
に
「
以
攻
功
徳
所
荘
厳

、

及
与
法
略
諸
菩
狼

、

如
米
神
力
加
持
故
、
一
切
衆
生

生
極
楽
」
と
あ
る
。
お
河
梓
と
は
寿
像

、

一
存
嬉
と
同
じ

よ
う
に
、

生
前
中
に
自
分
の
養
提
の
為
め
に

、
こ

の

版
本
を
造
っ
た
怠
味
で
あ
ろ
う
か
。
心
誉
鹿
霊
法
尼

と
は
議
人
を
さ
す
か
不
明
で
あ
る
が、

一
一
一
進
国
総
と
は

真
言
で
い
う
三
億
菩
錠
心
の
こ
と
で

、

行
願
菩
提

心
、

勝
義
菩
提
心、

三
勝
地
菩
提
心
の
こ
と
で
あ
ろ

う
。
第
三
の
三
陵
地
菩
挺
心
と
は
印
河
口
怠
三
符
の
秘

観
を
以
て
即
身
に
本
尊
身
を
現
誕
す
る
故
高
の
真
言

。

の
行
法
で
あ
る
。
法
名
が
「
心
誉
俊
安
」
と
浄
土
宗

。
。
。

の
払
号
が
つ
い
て
あ
り

、

「
一
切
衆
生
生
極
楽
」
と

往
生
極
楽
を
願
う
浄
土
の
思
怨
が
四
%
わ
さ
れ
て
あ
る

が
「
成
三
菩
提
也
」
と
い
う
真
言
の
思
想
と
を
如
何

..........................................,........................................ ......................,...................,.......,............................... .. 
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様
に
関
係
付
け
る
べ
き
で
勺
?
っ
か
。

奥
付
の
綬
後
に
ほ
-
-
二
ヒ
巴
ボ
年
九
月
中
旬、

裕
階
抑
馬
場
二
条
上
町、

明
暗
昆
忠
兵
衛
彫
刻
」
と
版

行
の
年
月
と
版
元
の
名
前
と
が
あ
が
っ
て
い
る
c

大
路
感
成
師
の
手
沢
本
を
鑑
写
せ
ら
れ
た
笹
川
現

霊
師
は
綬
服
部
涼
寺
の
線
本
普
隆
師
の
師
範
で
あ
る

か
ら
、

同
所
に
笹
川
師
の
略
歴
を
照
会
し
た
と
こ

ろ
、

笹
川
師
並
に
そ
の
御
弟
子
述
の
略
燈
を
店
い
た

写
本
を
送
っ
て
頂
い
た
。
そ
れ
に
よ
る
と、

現
忽
師

は
明
治
六
年
後
知
県
梅
侃
郡
水
和
村
小
一
色
に
今

れ
、

十
政
に
し
て
同
地
円
成
寺
の
住
臥
で
あ
り、

後

に
知
思
院
第
七
十
九
代
の
御
門
主
と
な
ら
れ
た
山
下

現
布
上
人
つ
御
弟
千
で
あ
り、

後
に
浄
土
京
本
伎
を

不
定
し
、

明
治
五
十
三
年
に
浄
土
京
専
門
学
院
の
唯

間
部
な
キ
却
し
て
い
ら
れ
る
。
そ
の
問
に
大
腿
燃
成

教
授
の
『
向
学
紗
』
の
手
沢
即
ち
魯
入
を
咋
写
せ
ら

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
明
治
四
十
年
に
大
知
市
消

防
寺
住
職
と
な
り

、

大
正
十
二
年
に
川
町
.
峨
凶
泌
守
に

転
住
し
、

昭
和
十
七
年
十
月
十
四
日
疋
化
せ
ら
れ

た
。恒

川
現
毘
師
の
写
さ
れ
た
『
同
学
診
』
の
書
き
入

れ
を
更
に
飛
写
せ
ら
れ
た
法
井
法
順師
の
略
庇
を
ば

そ
の
法
制
で
、

滋
賀
川
附
淵
生m
屯
王
町
山
中
の
光
明

寺
に
件
服
し
て
い
ら
れ
る
此
問
弁
法
導
師
に
照
会
し
た

る
と
こ
ろ

、

師
は
師
範
の
法
制
師
に
は
十
二
伎
の
時

に
死
別
せ
ら
れ、

法
服
師
の
住
職
地
で
あ
っ
た
新
罰
則

県
長
岡
市
の
法
蔵
寺
も
今
次
の
大
戦
に
て
空
襲
に
あ

い
す
べ
て
を
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で

、

法
順
師
の

こ
と
心
つ
い
て
は
殆
ん
ど
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
い

う
お
返
事
が
あ
っ
た
。
明
治
五
年
の
出
生
で
あ
る
か

ら
慌
川
現
位
師
よ
り
は
一
年
上
で
あ
る
。
恐
ら
く
伶

土
宗
専
門
学
校
で
笹
川
仰
と
は
同
級
で
唯滋を
専
攻

せ
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
同
学
紗
』
の
奥
也

。
。

に
も
「
学
友
恒
川
現
吋
の
紘
性
よ
り
添
削
A
dせし
た

。
。
。
。

り
」
と
あ
る
。
添
写
は
転
与
の
意
味
で
あ
ろ
う
。
引
払

の
毘
憾
で
は
伐
弁
氏
は
均
七・宗
仙
人
の
研
究
に
も
也
市

が
深
か
っ
た
よ
・フ
で
あ
る
。

以
上
の
配
述
は
今
問
偶
然
の
閃
紙
で
入
す
し
た

『
唯
詰
由
同
学
紗
』
の
延
宝
山
叫
に
つ
い
て

、

唯
勧
学

を
専
攻
し
た
弘
の
学
切
の
備
忘
と
し
て
乃
き
記
し
た

に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
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法

然
一

上枚
亜 起
細 請 人亜

文大

主A守教叫2 a 

み の
ち

梶 ぴ 世台、

れ
村 て 界

〈ー〉

昇

法
然
上
人
は
建
勝
二
年
(
ご
二
二
)
、

八
十
歳
の
年
の
正
月
二

十
三

日
、
臨
終
に
当
っ
て

、

弟
子
の
勢
観
一
剖
源
智
の
請
い
に
よ
っ
て
、

ご
自

分
の
信
仰
の
小
心
を
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
位
に
い
う
「
一
欽
起

諮
文
」
で
あ
る
。
法
然
上
人
の
世
界
は、

こ
の
一
紙
に
金

一極
し
て
か
る

と
い
え
る
。

そ
こ
で
以
下
、

こ
の
一
紙
に
樽
か
れ
て、

上
人
の
回
収
制
さ

れ
た
世
界
を
弘
な
り
に
辿
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

枚

起

諮

文

も
ろ
こ
し
わ
か
朝
に
も
、
も
ろ
/
\
の
智
者
た
ち
の
沙
汰
し
申
さ

る

与
、
観
念
の
念
に
も
あ
ら
す

、

文
学
聞
を
し
て
急
の
心
を
さ
と
り

て
ゆ
す
念
仏
に
も
あ
ら
す
、
た
、
往
生
極
楽
の
た
め
に
は
、
南
無
阿

弥
陀
仏
と
申
し
て
、

う
た
か
ひ
な
く

、

往
生
す
る
そ
と
お
も
と
り

て
、

的
・
す
ほ
か
に
は
別
の
子
細
候
は
す
。
た
、
し
三
心
四
修
な
ん
と

中
す
取
の
候
は

、

み
な
決
定
し
て
、

南
無
阿
弥
陀
仏
に
て
往
生
す
る

そ
と
お
も
ふ
う
ち
に
こ
も
り
候
な
り
。
こ
の
ほ
か
に
お
く
ふ
か
き
叶
け

を
存
せ
は
、

二
尊
の
御
あ
は
れ
み
に
は
つ
れ、

本
願
に
も
れ
候
へ

し
。
念
仏
を
伝
せ
ん
人
は

、

た
と
ひ
一
人
の
御
の
り
を
よ
く
/
\

学

す
と
も
、
一
文
不
知
の
品
鈍
の
身
に
な
し
て
、

尼
入
道
の
無
智
の
と

も
か
ら
に
お
な
し
く
し
て
智
者
の
ふ
る
ま
ひ
を
せ
す
し
て

、

た
\
・
一

向
に
念
仏
す
へ
し

以
上
が
「
一
枚
起
訴
文
」
の
全
文
で
み
る
。
さ
て、

上
人
は
冒
頭

に
、

「
シ
ナ
や
日
本
に
も
多
く
い
る
ん
山

u

者
と
い
わ
れ
る
人
々
が
、
と

や
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か
く
と
限
治
し
て
い
る
い
る
よ
う
な
観
念
の
念
で
も
な
く、

ま
た

、

学

問
を
し
て
念
の
心
を
知
っ
て
巾
・
す
主
-
つ
な
念
仏
で
も
な
い
」
と
は
っ
き

り
と
断
っ
て
い
る
d

信
仰
は
附
概
念
的・
思
弁
的
認
識
作
用
に
よ
っ
て
知

っ
た
知
的
思
解
に
よ
る
も
の
で
は
な
い、

と
い
・
つ
こ
と
な
の
で
あ
る
。

こ
う
断
じ
ら
れ
た
と
き
、

上
人
の
お
心
の
中
￡
は

、

か
つ
て
叡
山
に

学
ば
れ
た
と
き
の
苦
悩
の
日
々
が
は
っ
き
り
と
よ
み
が
え
っ
て
こ
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
上
人
が
叡
山
西
塔
北
谷
の
持
法
研
源
光
の
も
と

に
人
主
し
た
の
は

、

入
札
比
二
年
(
一
一
四
κ
d
、

ト
三
は
の
と
き
で
あ
っ

た
。
父
を
仏
い

、

付
と
別
れ
て
泣
く
実
作
同
か
ら
一
人
で
入
浴
し
た
少

年
の
心
中
に
は

、

人
の
チ
と
し
て
の
兵
制
が
溢
れ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し

、

そ
の
少
年
の
限
の
前
に
展
開
さ
れ
た
も
の

は
、

依
郷
の
問
問
で
は
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
僧
的
問
の
政
治
的
闘
争

で
あ
っ
た
。
興
福
寺
が
京
大
寺
心
攻
め
て
い
っ
た
と
か

、

凶
城
寺
の
僧

徒
が
延
暦
寺
延
命
院
を
焼
き
払
っ
た
と
か

、

血
な
ま
ぐ
さ
い
報
せ
が
し

き
り
に
耳
に
人
っ
て
き
た
。
私
文
、

上
人
十
一
}
一
k

の
と
き
か
ら
六
年
間

に
記
録
さ
れ
た
市
作
ア
け
で
も
今
日
教
え
て
十
一
阿
に
も
の
ぼ
っ
て
い

る
。
記
録
外
の
も
の
を
数
え
れ
ば

、

ま
さ
に
寧
日
な
し
と
い
う
日
々
が

続
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し

、

こ
れ
よ
三
子
政
治
の
世
界
の
こ
と
と
し
て

、

そ
れ
な
れ
ば

こ
そ
人
の
肢
は
む
な
し
く

、

は
か
な
い
も
の
で
あ
る
と
知
ら
し
め
て
く

れ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が

、

大
切
な
こ
と
は
、

そ
れ
を

そ
う
と
知
ら
し
め
て
く
れ
る
べ
き
仏
教
そ
の
も
の
か

、

問
定
化
し
、

慨

念
化
し

、

仏
教
界
に
お
け
る
立
品
河
川
快
の
た
め
の
式
験
科
目
と
な
り、

暗
記
科
日
と
な
っ
て

、

い
た
ず
ら
に
膨
大
な
論
理
併
系
を
誇
る
も
の
と

な
り
お
お
し
て
い
た
の
で
は
、
も
は
や
少
年
。
心
を
動
か
す
に
足
る
も

の
は
な
か
っ
た
。
無
作
の
『
沙
石
弘
』
は

、

こ
の
あ
り
さ
支
を
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

践
に
仏
法
中
川、

い
づ
h
b・
の
宗
も
生
死
を
解
脱
せ
ん
た
め
な
り
。
名

利
を
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
し
か
る
に
山
m
m
北
樹
の
学
側
の
風
後、

ひ
と

へ
心
名
利
を
先
途
に
似
ひ
て

.

古
川
似
を
他
所
に
す
る
放
に、

作
成
は
施

道
に
堕
ち
、

或
は
悪
趣
に
枕
む
。

と
ω

い
わ
ば
仏
教
は
名
利
の
た
め
の
一
つ
の
道
具
と
化
し
て
い
た
わ
け

で
あ
る
。
そ
の
最
大
の
胤
凶
は
何
で
あ
っ
た
で
あ
ゐ
う
か
。

そ
れ
は
今
日
で
も
辿
川
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
仏
教
の
学
問
化
と
い

う
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
い
え
ば
唐
突
に
聞
こ
え
る
か
も
知

れ
な
い
が
、

そ
う
で
は
な
い
。
と
い
っ
て
決
し
て
常
川
を
い
や
し
め
る

の
で
は
な
い
し
か
し

、

昔
も
今
も
、

学
問
の
辿
併
は

、

物
ぷ
を
概
念

化
し

、

概
孫
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

個
々
の
人
間
の
み
ず
λ
ず
し
い

情
芯
を
は
る
か
彼
万
に
押
し
や
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
あ
る
。
考
え
て
み

れ
ば
わ
か
る
よ
う
に

、

取
引
別
に
わ
れ
わ
れ
の
生
訟
を
ふ
り
返
っ
て
み
る

と
き
に
、

わ
れ
わ
れ
を
し
て
生
き
る
h
M
を
怠
さ
せ
る
も
の
は
何
か
と
い

え
ば
、

間
断
な
く
起
る
心
の
動
き
で
は
な
い
た
ろ
う
か
。
概
念
化
さ
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た
社
会
観
や
歴
史
観
で
毎
臼
の
こ
と
を
処
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま

い
。
そ
う
と
す
れ
ば、

こ
の
心
の
姿
勢
ζ

そ
思
想
そ
の
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
を
度
外
視
し
て
山
訓
ず
る
こ
と
は
人
生
を
遊
離
し
た
観
念
の
遊
俄
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
も
仕
点
な
い
で
あ
ろ
う
。
今
日
で
も、
天
台
宗
の
教

義
は
華
厳
宗
と
並
ん
で
大
采
仏
教
の
最
高
の
数
学
で
あ
る
と
い
わ
れ

る
。
し
か
し

、

数
学
が
梢
改
に
体
系
化
与
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど、

そ
れ

は
現
実
遊
離
の
観
念
論
と
化
し
て
い
く
。

上
人
は
十
八
歳
で

、

叡
山
西
絡
の
黒
谷
に
遁
世
を
し
て
し
ま
い、

そ

れ
か
ら
二
十
放
年
、
心
の
打
倒
藤
の
日
々
か
統
く
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は

放
滋
閲
創
以
米
三
五
O
年
に
わ
た
る
叡
山
教
学
の
孟
圧
と
、

日
々
の
心

の
ゆ
ら
め
き
と
今
戦
い
で
あ
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
た
と
え
ば、

仏
教
の
山
本
で
あ
る
と
も
い
え
る
成
定
必
の
三
学
に
し
て
も
、
現
実

に
、
完
全
に
戒
を
守
り
仰
向
る
も
の
が
い
る
と
で
も
い
う
の
で
あ
ろ
う

か
。
し
か
し
、
学
問
の
位
界
は
中
途
半
端
で
あ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
。

そ
こ
で
現
実
ζ
は
尖
践
小
可
能
で
あ
り
な
が
ら
、

論
理
の
股
間
と
し
て

戒
の
教
学
を
た
て
る
こ
と
に
な
る
。
定
に
し
て
も、
恵
に
し
て
も
同
機

で
あ
る
。

し
か
も
、
人
間
は
凶
白
い
も
の
で
、

現
実
に
は
実
行
不
可
能
な
も
の

で
あ
り
な
か
ら
、
論
理
の
体
系
が
整
っ
て
く
る
と、

そ
れ
に
ひ
か
れ

て
、
い
つ
し
か
そ
の
中
に
埋
没
し
て
し
ま
い
、

逆
に
そ
の
論
理
を
現
実

問
地
に
当
て
は
め
よ
う
と
し
て
く
る
。
論
理
が
現
実
を
規
定
す
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
今
日
の
学
問
の、

と
く
に
社
会
科
学
と
い
わ
れ
る
学

問
の
弊
容
は
こ
こ
に
あ
る
。
科
学
と
い
う
言
葉
に
幻
惑
さ
れ
、
実
際
に

は
品
っ
た
一
つ
の
析
学
体
系
で
し
か
過
ぎ
な
い
も
の
を、

科
学
な
る
が

放
に
正
し
い
と
誤
認
し
て、

現
実
社
会
を
そ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
も
っ

て
律
し
て
い
こ
う
と
す
る
。
そ
の
弊
容
の
最
た
る
も
の
が

、

人
間
性
の

没
却
に
あ
る
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
が
銭円
見
開
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
れ
は
人
間
性
を
平
均
化
し
、

概
弱
化
し
て
体
系
化
し
た
学
問
な
る
も

の
の
当
然
の
帰
結
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

上
人
は
こ
の
苫
闘
の
小
か
ら
、
人
間
の
口
然
の
心
に
ふ
れ
た
現
実
的

な
思
想
の
あ
り
点
こ
そ
、

上
人
の
生
涯
の
課
題
で
あ
っ
た
「
速
か
に
生

死
を
離
れ
ん
」
の
問
い
に
応
え
る
滋
で
あ
る
と
と
を
選
択
さ
れ
た
。
私

は
こ
れ
を
L
L人
の
や
命
的
巡
択
と
よ
ん
で
い
る
。
文
治
五
年
(
一
一
八

九
・

文
治
二
年
説
も
あ
る
〉
大
原
に
お
い
て
宗
論
が
聞
か
れ
た
。
世
に

い
う
「
大
原
談
義
」
で
あ
る
。
『
醍
醐
本
法
然
上
人
伝
記
』
の
つ
一
一
心

料
加
の
愉
F
h
の
引
に
は
、
そ
の
時
の
紋
様
を
次
の
よ
う
に
舟
い
て
い

る
。

- 1\ ー

，
、a
'ペ

浄
土
宗
を
大
原
に
弘
め
談
玲
せ
し
時
に

、

法
門
比
に
牛
角
の
論
に

て
w
y功
れ
ず

、

機
根
比
ら
ん
に
は
源
喝
し
紛
ち
十
り
し
也
。mu逝
門
の

法
門
は
深
し
と
艶
も
今
機
に
は
叶
は
ず、

徐
土
門
は
浅
き
に
似
る
と

も
今
の
根
叶
ひ
易
し
と
一
五
ひ
し
件

、

人
特
承
伏
し
き
と
云
々

と
。
上
人
の
宗
教
改
革
は
ま
さ
し
く
こ
の
時
に
結
実
し
た
も
の
と
思
わ



れ
る
。
「
擦
問
似
比
ら
ん
に
は
淑
空
勝
ち
た
り
し
也
」
と
は

、

概
念
的
・

思
弁
的
回
識
か
宗
教
の
悦
界
に
お
い
て
は
無
用
な
も
の
で
あ
る
こ
と
か

明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

明
治
か
ら
大
.
止
に
か
け
て
の
史
学
の
研
学
以
勝
郎
氏
は
「
法
然
よ
人

と
型
フ
ラ
ソ
シ
ス
」
(
『
日
本
中
世
荏
東
洋
文
郎
一
四
六
所
収
)
の
中

で
、

こ
の
こ
と
に
触
れ
、

法
然
が
学
聞
を
勧
め
な
か
っ
た
の
は、

聖
フ

ラ
ン
シ
ス
の
場
合
と
同
様
に、

学
問
が
属
慢
を
増
田
沢
し、

心
の
貧
し
さ

を
失
わ
せ
る
こ
と
な
る
か
ら
た
ろ
う
と
述
べ、

上
人
の

念
仏
の
行
あ
な
が
ち
に
白
ぜ
ざ
ら
ん
人
J
L
Aじ
あ
ひ
、

又
あ
ら
ぬ

行
、
こ
と
さ
と
り
の
人
に
む
か
ひ
て
は

、

い
た
く
し
て
ゐ
て
お
ほ
せ

ι

毛
、
都
依
ま
じ
く
似

と
い
う
法
制
聞
を
ひ
き、

こ
の
ム
人
の
凶
い
放
を
破
っ
て
、
山
市
論
に
棋
え

る
よ
う
に
な
る
た
め
に

、

次
第
に
学
問
を
や
る
こ
と
と
な
っ
た
の
が
浄

土
宗
分
裂
の
原
因
に
も
な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。

編
者
の
拙
稿
に
対
す
る
注
文
の
一
つ
に
「
上
人
と
現
代
」
と
い
う
項

が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
「阿
弥
陀
仏
信
仰
を
現
代
に
生
か
す
た
め
に
は
」

と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
私
に
と
っ
て
上
人
の
精
神
を

今
に
生
か
す
こ
と
は

、

学
問
っ
正
し
い
あ
り
方、

そ
れ
は
上
人
の
よ
う

に
大
地
に
見
を
つ
け
て、

自
己
自
身
の
叫
人
b
E掠
く
み
つ
め

、

似
り
も

の
の
理
幽
閉
店
、
一
小
花
尖
な
知
識
を
一
一
郷
し
て
、

h
H突
を
み
つ
め
る
均
を
作

相
押
す
る
と
こ
る
か
ら
鮒
ま
る
も
の
と
忠
司
て
い
る

G

つ

メ

シ

σ3 

味
覚
の
秩
・

食
欲
の
紋
と

、

い
わ
れ
ま
す
よ
う
に
秋
は
何
を
た
べ
て

も
お
い
し
く
感
じ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
し
て
も、

終
戦
前
後
の
食
料
慾
の

頃
に
比
べ
る
と
、

人
び
と
の
努
力
の
お
か
げ
で
あ
る
が
、

今
は
欲
す
る

が
ま
ま
に
好
き
な
た
べ
も
の
を
得
る
と
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
食
料
事
情
の
好
転
と
共
に、

国
民
の
体
力
も
良
く
な
り

、

ひ
い
て

は
平
均
必
命
も
先
進
諸
凪
と
問
を
並
べ
る
に
ま
で
な
っ
た
。

し
か
し
、

良
い
訴
の
み
で
は
な
い
。
今
深
刻
な
問
岨
と
さ
れ
て
い
る

肥
耐
児
は

、

そ
の
運
動
の
少
な
さ
と
共
に

、

好
き
な
だ
け
仰
ら
れ
る
た

べ
も
の
に
よ
る
、

栄
長
過
多
が
そ
の
一
凶
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
精
神

的
に
は
子
供
で
あ
り
な
が
ら
、

大
人
な
み
の
体
力
を
も
っ
と
い
っ
た、

ア
ン
バ
ラ
ソ
ス
な
首
少
年
が
あ
ま
り
に
・
も
多
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い

h
p「J。生

き
て
い
く
た
め
に
は
た
べ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が、

身
体
は
必
要

以
上
の
も
の
は
要
求
し
て
い
な
い
は
ず
で
あ
る
。

こ
の
身
体
的
に
必
要
な
メ
シ
以
外
之
、

今
弘
た
ち
が
も
っ
と
も
必
要

な
も
の
は
「
心
の
メ
γ
」
で
あ
る
と
思
う
。
精
神
的
安
定
金
保
つ
こ
と

こ
そ
、
激
し
く
変
り
ゆ
く
現
代
社
会
を
生
き
ぬ
く
品
以
内
民
の
ん
法
で
あ
る

こ
の
ニ
つ
の
メ
シ
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
と
る
こ
と
が
必
裂
で
あ
ろ
う
。
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t頁

，じ、

人
、
，
J

-
L
L
H
u
r

J
ρ
f
J
t

ぷ
ド

私

の

お

m

典
定

(
東
京
都
台
東
反
政
前
品
開
念
寺
住
職
)

今
年
九
月
一
日

、

五
十
阿
忌
を
迎
え
た
関
東
地
方
大
健
火
災
は

、

炎

若
乃
良
品
の
穏
か
な
仙
川
町
川
を
一
変
し
て

、

突
如
、

大
地
は
う
な
り

、

・
米

を
位
る
わ
せ
て
托
わ
し
い
ば
か
り
η

動
蹴
か
ら
起
っ
た
。
そ
の
と
き
ゐ

内
新
所
に
白
っ
た
将
は
、
す
べ
て、

ち
り
あ
う
附
品
川
合
福
っ
て
、

か

ね
て
か
ら
定
め
ら
れ
た
部
肢
に
忽
ち
に
集
結
し
た
。
火
災
は
各
地
か
ら す

葉
』

き

な

発
生
し
、

黒
煙
は
あ
た
り
を
夜
い
、

火
炎
は
遂
に
下
町
を
嘗
め
尽
く
し

た
。そ

の
と
き
の
弘
の
師
父
の
』
時
適
切
な
行
動
は
、
今
も
け
の
あ
た
り

的
場
と
し
て
い
る
。
こ
の
飾
文
は
戸
明
に
継
能
で
あ
っ
た
。
タ
の
幼
行

に
駈
っ
て
い
る
本
は
、

「
川
町
心
仲
間
在
祁
」
の
句
を
古
川
山
'
と
し
て

、

よ
く

耳
に
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
放
年
の
後、

復
興
が
t

の
疲
労

が
加
わ
り
、
病
床
に
臥
し
、

い
よ
い
よ
入
院
加
擬
と
い
う
と
き
、

再
び

生
き
て
寺
門
を
桝
れ
ぬ
と
し
て

、

本
柑
吋
初
来
前
に
お
十
念
を
唱
え

、

翌

日
、
即
ち
浄
土
に
赴
い
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
弘
は
師
父
の
跡
を
制
捜
ぐ
ベ
く
、
ト

戸
間
関
の
研
讃
に
つ
と
め
て

い
る
と
き
、

あ
の
「
摂
心
常
た
抑
」
は、

注
品T，
礼
ポ
初
夜
白
熱
掛
川
似
末
尾

の
一
旬
で
あ
る
こ
と
を
知
り、

師
父
や
前
の
行
作
は
正
に
こ
れ
に
判
る

の
か
と
諸
か
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後

、

住
職
全
打
命

、

幾
百

、

後
千
た
び
か
、
礼
讃
を
勤
め
る
ご

-10-



ι
に
、

師
父
η
心
い
出
を
新
た
に
し
た
も
の
で
あ
る
が

、

払
も
時
の
若

人
と
同
じ
く
、

紙
一
線
に
駆
り
出
さ
れ
、

生
死
の
間
も
訪
笹
す
る
日
夜
を

重
ね

、

死
の
凪
心
怖
と、

戦
場
特
布
の
狂
騒
興
奮
の
状
態
に
陥
っ
て
い
る

さ
中
に
も

、

ナ
ヅ
と
照
し
給
・
フ
仏
は
み
光
りJM弘
の
脳
中
を
澄
ま
せ

、

弾
九
川
品
川
し
、
砲
地
の
覆
く
黒
川
に
も、

あ
た
り
は
切
る
く

、

心
は
冴

え
て
、

何
の
隠
路
も
生
ぜ
す

、

爆
都
落
下
昨
裂
の
も
と
に
あ
っ
て
も
動

顧
す
る
こ
と
な
く
、

対
応
す
べ
き
動
作
が

、

お
の
づ
か
ら
表
わ
れ
て
く

る
。
多
く
の
友
人
を
泌
く
は
な

-
Iた
戦
場
に
は
失
っ
た
け
れ
ど
も

、

身

の
ま
わ
り
に
は
%
に
一
人
を
も
出
・
つ
こ
と
な
く
終
峨
を
迎
え
た
払
で
あ

λ
v
o
 

戦
後
の
泌
乱
も

、

近
頃
の
百
家
争
鳴
の
と
き
に
も
、

何
れ
が
正
で
あ

り
偽
で
あ
り

、

何
れ
が
当
か
A
Hか
、

々
の
小
に
あ
っ
て

、

私
は
ど
・
フ
あ

る
べ
き
か

、

市E
静
な
心
を
以
て
h刈
応
ず
る
こ
と
な
得
る
4

ん
川
知
臥
訟
M
m上
人
の
お
こ
と
ば
に

「よ
く
よ
く
山
討
を
必
か
り

、

時
を
は

か
る
べ
き
な
り
」
と
あ
り
ま
す
。

弘
の
よ
・
フ
な
も
の
が、

そ
の
時
に
当

面
し
て
、
幾
分
で
も
お
役
に
立
つ
こ
と
が
で
き
る
有
悠
さ
に

、

た
だ
弘

・
を
向Lし
・
フ
し
て
分
な
は
く
さ
せ
て
引
く
.
は
か
り
で
外
に
は
何
も
な
い
。

「
わ
が
身
の
起
乞
U
し
」
と
仰
せ
り
れ
て
い
る
こ
と
に
も
ち
る
か
と
思

わ
礼
ま
す
が
、

無
h
μな
一
個
。
人
間
と
し
て

、

生
返
病
死
の
の
が
れ
み
ん

な
い
溺
換
に
あ
る
弘
か

、

て
σ
・
4
』
と
死
と
の
た
た
小
に
あ
っ
て
も
、

な

お
令
れ
に
わ
づ
ら
わ
せ
t

・
れ
す、

サ
ラ
リ
と
そ
れ
を
受
け
流
し
て
ゆ
け

る
境
地
に
l
u入
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
仏
を
願
を
日
ず
る
な

り
」
の
お
示
し
の
通
り、

懇
光
の
下
に
あ
る
弘
に
は
忠
わ
し
い
煩
悩
の

中
に
生
き
な
か
ら

、

「
摂
心
常
従
禅
」
の
境
ぷ
、

い
つ
も
位
い
て
頂
け

る
釘
健
さ
を
、

た
た
、

ト1

無
阿
郎
陀
仏
を
削
え
る
ば
か
り
で
あ
る
。

桃
栗
三
年
柿
八
年ト

川
市
階
窓

(
栃
木
以
今
市
市
平
ケ
崎
在
住
)

- 11 一

味
覚
の
紋

、

思
い
立
か
ら
開
激
さ
れ
た
あ
と

、

快
い
駄
と
も
な
る
と

日
然
食
欲
が
わ
い
て
く
る
。
何
を
食
べ
て
も
お
い
し
い
時
節
で
す
。

日
以
近
は
温
室
や
促
成
以
培
な
ど
生
成
技
術
の
向
上
、

冷
凍
な
ど
の
保

存
方
法
の
発
注
に
よ
り

、

季
節
に
関
係
・
た
く
家
庭
に
送
ら
れ
て
く
る
の

で
、

前
払
た
ち
は
い
つ
で
も
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し

、

・
米
と
い
う
点
で
は
な
に
か
も
の
た
り
な
い
も
の
が
あ
る
。
ぞ
は

り

n

然
の
お
り
な
す
ま
ま
に
で
き
た
食
物
の
内
は

、

協
別
の
も
の
が
あ

り
ま
す
。

向
か
食
物
の
口
上
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
・
フ
で
す
が

、

実
は
こ
の
自

然
に
お
り
な
す
ま
ま
と
い
う

、

こ
の
点
を
い
い
た
い
の
で
す
。
私
た
ち



は
自
然
の
思
思
に
浴
し
、
日
々
を
過
し
て
い
る
沢
で
す
が、

無
頓
着
の

た
め
か
、
こ
の
あ
り
が
た
さ
を
当
り
前
の
如
く
考
え
る
錯
覚
に
お
ち
い

っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実
は
結
先
の
柿
の
木
か
今
年
初
め
て
こ
の
ま
を
つ
け
ま
し
た
。
こ
の

柿
の
木
は
誰
が
捨
て
た
か
分
ら
な
い
一
つ
の
種
子
か
ら
芽
を
ふ
き、

ま

わ
り
に
あ
る
木
々
に
、
こ
の
成
長
を
さ
ま
た
げ
ら
れ
な
が
ら
も、

い
つ

し
か
そ
の
存
在
を
誇
示
す
る
か
の
よ
う
に
の
び
ま
し
た
。
そ
し
て
四
季

折
々
の
変
化
の
中
に
、
あ
る
時
は
強
く
さ
か
ら
い

、

あ
る
時
は
従
う
か

の
よ
う
に
、
そ
の
中
に
と
け
こ
ん
で
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

"
で
の
柿
の
木
は
、
そ
の
成
長
過
程
の
い
ろ
い
ろ
を
み
る
に
つ
れ、

い

つ
し
か
我
山
が
の
ア
イ
ト
ル
的
な
存
在
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
昨
年
は
じ

め
て
可
憐
な
白
い
花
を
つ
け
ま
し
た
。
そ
し
て
今
年
、
七
年
日
に
し
て

附
け
い
か
た
い
尖
を
つ
け
た
の
で
す
。
そ
の
政
じ
っ
。
こ
の
・
フ
ち
今
も
裁

っ
て
い
る
の
は
三
つ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
か
、
秋
n

か
ら
色
づ
き

は
じ
め
ま
し
た
。
間
も
な
く
駄
の
味
覚
を
心
ゆ
く
ま
で
味
わ
せ
て
く
れ

る
も
の
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
桃
川
以
}
一
年
柿
八
角
」
と
い
う
こ
と
ば
は

、

払
た
ち
人
山
の
持

ち
合
わ
す
こ
と
の
で
き
な
い
照
想
の
民
を
代
弁
し
て
は
い
な
い
で
し
ょ

う
か
。
人
間
ば
日
々
の
生
前
に
お
い
て
、
絶
え
ず
己
れ
の
迎
組
と
は
喪

服
つ
行
動
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
人
間
が
欲
の
か
た
き
り
と
も
い

え
る
性
質
を
生
れ
合
せ
持
っ
て
い
る
た
め
と
も
い
え
ま
す
。
己
れ
の
大

wゅ
の
理
想
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
は、
n

前
の
小
市
は
拾
て
る
覚
悟
も

必
要
と
思
い
ま
す
。

弘
は
な
に
か
苦
境
に
陥
っ
た
時

、

童
話
的
な
こ
の
表
題
の
こ
と
ば
で

す
が
、
柿
の
よ
う
に
し
の
ぶ
こ
と
に
し
よ
う
と
ば
か
り
に

、

い
い
き
か

せ
る
の
で
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、

何
か
大
変
な
こ
と
と
考
え
て
い
た
こ

と
が

、

実
に
気
軽
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。前

払
た
ち
は
自
分
を
守
る
方
法
を
い
ろ
い
ろ
と
考
え
出
す
う
ち
に
、

い

つ
し
か
温
室
育
ち
の
よ
う
な
味
気
な
い
促
成
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
促
成
物
は
促
成
物
と
し
て
の
み
の

評
価
に
終
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。
こ
れ
で
は
深
み
の
あ
る
味
が
出
せ

な
い
の
が
当
然
で
す
。

今
日
人
間
性
の
問
視
が
さ
か
ん
に
い
わ
れ
ま
す
か

、

そ
の
一
閃
と
し

て
前
述
の
よ
・
フ
な
こ
と
か
考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
人
び
と
が

こ
の
本
米
の
院
院
を
見
直
し
、
自
然
の
お
り
な
す
ま
ま
に
物
事
に
対
処
す

る
、
そ
・
フ
し
た
心
の
か
よ
いAHい
が
で
き
た
な
ら
ば
味
わ
い
派
い
人
生

か
共
に
送
れ
る
よ
・
フ
な
%
か
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
今
日
の
よ
う
な
騒
然

と
し
た
社
会
に
あ
っ
て
は
、
ほ
線
的
な
生
き
方
の
人
で
は
な
く

、

た
ま

に
は
回
り
道
も
必
要
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
「
桃
束
三
年
比
例
八
年
」
の
こ
と
ば
が
私

の
心
を
代
弁
し
て
い
る
か
の
よ
う
で、

好
き
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。
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ナ

ゼ

念
仏
申
す

台、

〈
信前
の
人
に
〉

弘
が
地
み
の
浄
土
宗
の
若
い
教
師
さ
ん
述
の
芸
い
に
「
ナ
ゼ
念

仏
る
中
ず
か
」
と
幽
し
て
話
し
ま
し
た
。
そ
の
品
の
内
容
は、

品
や

せ
な
生

一

泊
を
す
る
為
に
念
仏
を
山
・
す
つ
だ
と
結
び
ま
し
たc
弘
は

現
代
誠
行
語
の
「
宰
せ
」
の
官
業
を
つ
か
い
ま
し
た
の
で
教
師
さ

ん
斗
ぽ
戸
惑
っ
た
よ
う
で
し
j
。
そ
れ
で
も
う
一
位
賢
也
に
つ
き

話
し
て
み
ま
し
ょ
・
フ
。
法
然
さ
ま
の
お
一
副
都
市
に
「
托
生
極
楽
の
為

に
念
仏
中
ナ
」
と
め
り
ま
す
。
住
生
極
策
の
果
実
は
「
時
中
せ
」
に

な
る

m
で
す
か
ら
「
人
間
や
せ
に
な
る
為
に
は
1
無
阿
弥
陀
仏
と

ゆ
し
て
疑
な
く
孝
せ
に
な
る
も
の
ぞ
と
思
ひ
と
り
て
申
す
」
背
け
に

な
り
ま
す
。
日
分
の
山
市
せ
を
気
付
か
さ
れ

、

行
ち
ゆ
き

、

完
全
に

掌
せ
に
な
る
停
が
念
仏
生
活
の
企
部
で
あ
り
ま
す
。

付

人
と
法

富
山
県
南
岡
市
極
楽
寺
住
職
萩

健

堂

行

お
釈
迦
さ
ま
の
お
訴
に

、

速
い
背
綜
合
的
に
物
事
を
考
え
る
叡

智
の
あ
る
法
綴
と
い
う
名
の
修
行
活
が
厨
ら
れ
ま
し
た
。
人
4

の

心
に
共
辿
し
た
品
本
と
な
る
願
盟
は
何
で
あ
ろ
う
か
と

、

永
い
問

研
究
な
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
結
備
は
「
人
身
は
長
生
を
願
っ
て
い

る
」
「
印
も
昨
せ
に
と
い
・
三
時
点
が
共
泌
し
た
京
本
的
な
願
望

で
、

こ
れ
を
主
と
し
て

、

す
べ
て
の
欲
望
が
出
発
し
て
い
る
。

「
学
せ
な
民
生
き
」
こ
れ
か
人
々
に
共
通
し
た
願
心
で
あ
り
願hH

で
占
め
る
と、

お
気
付
き
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
で
修
行
者
は
人A

の
願
心
を
満
足
さ
せ
る
刀
法
を
考
え
ら
れ
忽
年
月
の
研
究
の
結

果
、

レ
ヘ
願
・
刀
に
よ
る
7
4

ダ
訟
を
成
就
完
成
な
さ
れ
阿
弥
陀
仏
と

な
ら
れ
ま
し
た
。
印
度
の
言
葉
で
阿
弥
陀
仏
の
ア
ミ
ダ
訟
と
い

い
、

中
国
で
は
句
吐

H
M
(生
命
の
維
持
性
)
無
品
光
へ
維
持
の
活

動
性
)
と
翻
訳
し
、

四
本
語
で
は
「
永
生
」
と
「
幸
せ
」
(
光
明
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加熱
此
邸
成
就
文
所
械
の
特
心
の
倣
】
の
ニ
旬
に
な
り
ま
ナ

c

修
行

者
は

、

こ
の
「
学
せ
な
水
生
法
」
の
店
本
訟
を
完
成
成
就
さ
れ
た
の

で
す
。
確
か
に
私
述
に
は

、

こ
の
み
仏
の
心
に
通
・
フ
心
願
を
内
蔵

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
殺
て
も
覚
め
て
も
乃
ゼ
然
立
ぷ
中
に
も

「
山
中
せ
に
長
生
し
た
い
」
の
吋
心

、

即
ち
r

、
ダ
性
の
，
制
動
し
て

い
ゐ
.
?
を
'
け
党
し
玄
す
。
人
に
仏
性
あ
り

、

ア
ミ
タ

M
Uと
名
付

く

、

善
心
の
民
民

、

孝
一
・
せ
を
求
め
て
止
む
尋
た
し

、

と
去
現
さ
れ

ま
す
ら
約
宮
し
ま
す
と
弘
の
ア
ミ
〆
伎
を
切
観
す
れ
ば
法
身
の
所

属
に
し
て
も
ぷ
似
を
聞
い
、
抑
制r
れ
い
即
日
心
に
よ
る
功
徳
川
引
の

市
せ
を
見
詰
め
て
い
ま
す
。
ハ
弘
は
ト
ボ
川
b
j
mです
か
ら

γ

ミ
グ
性

を
坂
巻
く
欲
望
に
よ
る
諸
制
を
も
少
比
ま
すMh
H
山
内
=
完
成
成

就
さ
れ
た
ア
ミ
ダ
法
を
智
観
す
れ
ば
法
身
で
あ
3
、

永
生
願
成
就

身
(
第
十
二
一
野
命
刷
出
此
願
}
で
あ
り

、

的
観
す
れ
ば
願
心
花
肢
の

功
徳
制

、

即
ち
体
制
服
成
肱
身
(
部
十
ニ
光
州
都m対
刷
)
で
あ
り

ま
す

一

ν
ζ
の
よ
う
に
、

人
と
法
の
附
に
共
通
点
の
あ
る
ド
に
気
付

き
ま
す
。ι) 

人
と
法
の
ふ
れ
あ
い

阿
弥
此
S

ま
の
ア
ミ
〆
法
と
弘
の
ア
ミ
グ
性
と
は川
町
の
も
の

で
す
か
ら
大
小
の
蕊
は
あ
っ
て
も
、

そ
'
」H
N
n然
の
交
流
が
行
わ

れ
時
に
は
感
応
道
交
し
て
共
同
す
る
汗
が
あ
り
ま
す

c

お
釈
迦
さ

ま
は

、

こ
の
訟
は
火
切
な
も
の
だ
か
ら
「
こ
の
慌
を
持
ち
な
さ

い
。
こ
の
語
と
は
h
w…
此
持
仏
の
御
取
引
な
り
」
と
ぷ
え
ら
れ
ま
し

た
ら
白
名
で
す
か
ら
阿
弥
陀
さ
ま
を
悔
し、

持
つ
の
は
私
で
す
か

ら
、

日
都
知
と
な
り
ま
す
。
ア
ミ
〆什
の
お
か
阿
弥
陀
拡
を
持
つ
と

い
う
司
に
な
り
ま
す
@
で
す
か
ら
内
海
大
削
さ
玄
勺
お
姿
は
上
半

身
は
米
ふ
ほ
の
ア
ミ
〆
性
を
m
kわ
し

、

下
半
身
は
完
成
の
阿
弥
陀

法
を
示
し
、

然
も
上
下
半
身
分
離
せ
ず
に
一
鉢
と
な
っ
て
大
師
の

全
容
が
安
示
さ
れ
て
い
ま
す
c

こ
の
一
株
と
な
る
可
能
性
か
阿
杭

陀
法
小
の
ア
ミ
〆
帆
に
て
南
無
阿
必
陀
仏
と
な
り
、

然
も
川
町
の

も
の
で
す
か
ら
、

叩
川
和
共
鳴
し
自
然
の
作
れ
と
な
り
ま
す
。
お
釈

迦
さ
ま
は

、

こ
の
訟
を
持
て
と
い
わ
ず
に、

こ
の
揺
を
持
て
と
注

意
し
て
居
ら
れ
ま
す
。

創
刊
し
ま
す
と
阿
弥
陀
ざ
ま
の
山
間
は
十
分
衆
生
に
無
品
列
無

防
光

、

品
人
民
の
三
回
成
就
ヲ
仏
の
完
成
宏
大
行
田
川
を
以
て
脱

訟
し
て
、

こ
れ
を
知
ら
し
め
拾
い
、

十
I
H
O衆
生
は
、

又
、

ア
ミ

ダ
伎
の
故
に
南
部
怖
の
心
を
以
て
第
十
八
願
生
岡
本
願
に
よ
り
交
流

共
同
町
す
る
安
が
称
名
念
仏
と
な
り
烹
す
。
こJ
か
念
仏
と
な
り
ま

す
。
v
」
れ
が
念
仏
会
山
中
ナ
訳
で
ゐ
り
読
す
e

同

生

修
行
点
引
は
符
観
に
て
阿
弥
陀
法
を
完
成
し

、

前
観
に
て
仏
身
仏

活
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土
を
荘
厳
し
阿
弥
陀
仏
に
な
ら
れ
ま
し
たc
大
宇
宙
生
命
体
で
あ

り
ま
ず
か
ら
、
十
K
H諸
仏
も
、
み
な
こ
の
ア
ミ
ダ
伎
を
は
内
え
ら

れ
、

そ
の
よ
に
特
色
の
あ
る
別
刷
を
建
て
ら
・
孔
ま
す
。
丁
山
以
弘
述

が
、

ア
ミ
グ
性
(
仏
性
)
を
似
庇
と
し
て
、
色
々
な
別
却
を
抱
い

て
生
活
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
すG
で
す
か
ら
弘
述
の
山
片
山
犬
、

孝
せ
な
生
活
と
は

、

こ
の
ア
ミ
ダ
性
に
閉
し
た
生
活
の
実
現
に
あ

る
と
い
い
得
ま
し
ょ
う
。
ま
た
ア
ミ
ダ
性
の
生
活
は
白H己
舷
張
を

芯
味
し
ま
す
。
初
心
を
基
礎
と
し
て
い
ま
ず
か
ら、

そ
の
払
強
も

h
H
ら
法
を
超
え
ま
せ
ん
u
n

他
共
に
共
作
繁
栄
す
る
の
か
口
然
の

擦
で
す
。
た
r
人
九
ぷ
完
成
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
こ
の
ア
ミ
〆
性

ゲ
瓦
し
な
か
ら
各
か
給
ぶ
凶
紋
が
異
な
り
、
蜘
伎
は
押
な
社
会
生
一
日
前
を

営
む
市
げ
に
な
り
ま
す
￡
喜
思
表
楽
の
相
を
一
爪
し
、

四
盟
を
仰
ぐ

人
、
三
悪
道
を
術
飯
す
る
人
、
立
止
ま
っ
て
脚
下
を
観
れ
ば
諸
行

無
常
の
裟
裟
苦
海
と
な
り、

法
に
似
じ
進
ム
て
んw
u観
す
れ
ば
創
造

減
化
の
伽
い
削
介
と
な
り

、

附
脱
す
れ
ば
功
徳
淀
μ酬
の
山
肌
削
介
を
卸
玄
す

〈
術
庁
立
川
〉ω

で
す
か
ら
念
仏
生
前
の
内
科
は
、
-
仏
の
創
造
新
化

に
作
な
い
、
自
分
の
ア
ミ
〆
性
に
気
付
き
お
H
て
、

遂
に
は
完
全
な

る
ア
ミ
ダ
法
に
帰
す
る
事
に
な
り
ま
す
。
換
J

し
ま
す
れ
ば

、

自

分
の
卒
せ
に
気
付
き

、

そ
の
掌
せ
を
育
て
、

最
後
に
亦
陀
の
光
明

採
に
完
全
に
掠
め
ら
れ
る
加
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
が
念
仏
生
活
で

あ
り
ま
す
L

著書

記

て
俊
雄
な
山
川
午
研
究
は
州
中
滑
に
安
せ
弘
述
は
直
後
簡
明
に
、
仏
さ
ま
と
怠

の
結
び
を
知
り
た
い
。

一
、
弥
陀
本
以
文
所
載
「
十
万
山
県
生
」
は
中
凶
の
道
料M
m師
の
川
胤定
『
7
2

造
忠
の
凡
夫
」
川
崎
が
絞
ぷ
さ
れ
千
数
百
年
の
問
、
拙
川
観
段
か
な
教
え
と
し
て

今
日
に
妥
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
伶
忠
悦
よ
り
出
発
し
て
い
ま
す
。
弘
は
今

「
十
万
衆
生
」
を
性
警
説
よ
り
叙
て
、
そ
の
ア
ミ
ダ
性
会
立
か
に
し
ま
す
。

て
恐
為
本
乃
至
♂
為
本
の
訟
の
旭
立
は
共
に
一
面
観
を
強
制
し
、
そ
の
表

現
内
申
け
は'
N然
に
切
と
郎
、
除
こ
削
問
等
対
祢
的
に
次
柄
引
き
れ
ま
す
。
性
樽
川
帽

に
よ
り
「
市
中
せ
を
、
み
つ
め
て
念
仏
巾
す
」n
然
念
仏
道
災
践
の
上
に
必
然

的
に
強
い
'
H
己
批
判
が
生
じ

.

小
川
去
し
似
(
凡
火
位
、
性
脱
税
成
旬
以
)
が
認
識
さ

れ
、
こ
れ
を
悩
え
て
史
に
向
k

せ
ん
と
す
る
所
願
に
転
成
主
れ
ま
す
。
当・米

を
予
期
し
た
念
死
念
仏
に
対
し
厳
府
な
今
、
こ
の
時
を
、
み
つ
め
る
念
生
念

仏
で
あ
り
ま
す
。
遜
位
独
善
、
隠
居
念
仏
昨
日
ザ
の
二
重
信
仰
生
活
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
、
往
生
す
る
山
治
体
生
肉
は
ア
ミ
ダ
他
で
あ
り
ま
す
。
相
官
観
す
れ
ば
ア
ミ
ダ

仏
外
へ
の
復
元
で
あ
り
山
川
州
制
す
れ
ば
浄
土
化
生
と
な
り
ま
す
。
光
州
問
と
名
り

の
附
総
伎
を
別
脱
し
た
よ
う
な
も
の
で
す
。

一
、
将
心
は
倫
県
道
徳
上
の
約
と
凡
な
り
仏
教
の
酬
明
心
を
指
し
志
す
。

光
明
無
比
叡
成
弘
文
に
「
こ
の
光
に
叫
却
は
む
も
の
は
三
叫
明
治
抽
出
し
身
怠
柔

般
に
飲
U
M
伊
し
て
普
心
生
.
せ
む
」
。

専
門
訟
で
は
輔
副
喰
に
然
食
、
柑
戸
娘
、

無
店
側
、
経
宏
、
白
調
等

-

n
vγ
一
務
心
を
続
き
ま
す
。

相
官
的
に
は
法η
A
A
H性
、
例
法
祈
化
性
日
」
あ
た
り
ま
す

a

情
的
戸
川
ば
自
分

の
ア
-
a

〆
伎
の
不
思
践
を
、
よ
く
閉
め
る
棋
に
よ
り
、
阿
ぬ
仏
仏
の
無
縁

の
大
曲
応
大
訟
を
、
よ
り
む
鮫
く
瓜
か
れ
ま
す
。
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年
た
け
て
ま
た
越
ゆ
べ
し
と
お
も
い
き
や

命
な
り
け
り
小
伎
の
た
か
山

こ
れ
は
凶
行
法
師
の
名
高
い
歌
で
あ
る
。
こ
の
前
に
こ
の
小
欲
(
さ

よ
)
の
中
山
を
掛
唱
え
た
と
き
に
は
、
年
を
と
っ
て
か
ら
は

、

ま
た
こ
こ

り

力一一

-~~;ヶ附市南湖lE住一

成

璽監

け

逮

る

り

き

-hu
 

な

一一生

メL

命

を
越
え
る
よ
・
フ
な
こ
と
が
あ
る
・
フ
な
ど
と
は
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら

、

い
ま
ま
た
こ
う
し
て
こ
こ
を
越
え
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、

生
命
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
こ
と
で
あ
る
。
と
生
き
な
が
ら
え
た
こ

と
の
出
み
と
よ
ろ
こ
び
を
し
み
じ
み
と
感
じ
た
心
の
歌
で
あ
る
。

人
生
の
甘
酸
を
な
め
て
け
お
も
い
歩
み
を
一
日
一
日
続
け
て
き
て

、

今
日
も
ま
ず
無
取
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
て
あ
り
が
た
か
っ
た

、

と
い

う
感
謝
っ
こ
こ
る
の
お
こ
る
と
こ
ろ
に
、

同
行
法
師
の
い
・
フ
、

こ
の

「A
Wた
り
け
り
」
が
か
ぎ
り
な
い
妙
味
を
も
っ
て
味
わ
る
の
で
あ
る

・
「
ノ
。

ま
た

、

人
の
世
の
は
か
な
さ

、

む
な
し
さ

、

無
常
を
し
λ
じ
み
と
思

わ
る
と
き
に
も
、
こ
の
「
命
な
り
け
り
」
の
言
葉
は
、
心
の
底
に
し
み

と
お
る
ひ
び
き
を
も
つ
の
で
あ
る
。

生
き
る
と
い
う
こ
と

、

生
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
、
す
べ
て
生
命
に

か
か
わ
り
合
い
を
も
つ
の
で
あ
り
、

「
命
な
り
け
り
」
の
実
感、
す
な

わ
ち
生
き
る
力

、

生
き
て
い
る
力

、

生
か
さ
れ
て
い
る
力
こ
そ
、

信
仰

ぷ
よ
っ
て
育
て
ら
れ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

O
 

法
然
上
人
が
亡
く
な
ら
れ
る
少
し
前
に、
弟
千
に
お
っ
し
中
っ
た
言

葉
に
非
常
に
印
象
ふ
か
い
も
の
か
あ
る
。
ヒ
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
の

は
、

建
暦
二
年
正
月
二
十
五
日
で
あ
る
が、

そ
の
月
の
二
日
か
ら
ど
気

色
か
大
変
恵
く
な
ら
れ
、
こ
ん
ど
は
危
い
の
で
は
な
い
か
と
邸
わ
れ
る

よ
う
な
ご
様
子
か
ム
え
た
。
弟
f

の
一
人
法
越
M
が
、

「
市
米
よ
り
先

徳
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
遺
跡
が
あ
り
ま
す
が

、

ヒ
人
に
は
一
字
の
粉
南
け
も

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
入
減
の
の
ち
、
わ
九
し
共
は
な
に
を
も
っ
て
遺
跡
と

し
た
ら
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
」
と
お
尋
ね
し
た
の
で
あ
る
。

す
る
と
法
然
上
人
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
答
え
ら
れ
て
い
る
。
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「
あ
と
を
一
廟
に
し
む
れ
ば
遣
法
あ
ま
ね
か
ら
ず
。
下
が
遺
跡
は
諸

州
に
迫
満
す
べ
し
。
ゆ
え
い
か
ん
と
な
れ
ば
、

念
仏
の
興
行
は
愚
老

一
期
の
勧
化
な
り
。
き
れ
ば
、

念
仏
を
修
せ
ん
と
こ
ろ
は

、

抗
肢
を

論
ぜ
ず

、

海
人
漁
人
が
と
ま
や
ま
で
も
、

み
な
こ
れ
予
が
遺
跡
な
る

べ
し
」

わ
が
跡
を
一
カ
処
の
廟
に
き
わ
め
て
し
ま
え
ば、

わ
が
遣
し
た
法
は

世
の
中
に
遍
く
伝
わ
る
と
い
う
わ
け
に
は
ゆ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

だ
が
わ
が
遣
し
た
跡
は、

く
に
ぐ
に
の
ど
こ
に
で
も
も
ら
す
こ
と
な
く

行
き
わ
た
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
か
と
い
う
と

、

念
仏
を
唱
え
る
と
い
う

乙
と
は

、

わ
が
一
生
の
教
化
で
あ
っ
た
。
た
か
ら
念
仏
を
仙
え
る
と
こ

ろ
で
あ
り
さ
え
す
れ
ば
、
身
分
の
高
い
低
い
の
区
別
な
く、

み
な
わ
が

遺
し
た
跡
で
あ
る

、

と
い
う
の
で
あ
る
。

お
念
仏
の
戸
す
る
と
こ
ろ
は
皆
わ
た
く
し
の
遺
し
た
跡
で
あ
る
か

ら
、

そ
こ
に
は
ど
の
よ
・
フ
な
と
こ
ろ
に
い
よ
う
と
も

、

わ
た
く
し
が
い

る
そ
、

と
い
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
お
念
仏
の
あ
る
と
こ
ろ
に
は

、

い

つ
、

ど
こ
に
で
も
元
組
さ
ま
が
お
い
で
に
な
る
、

法
然
ヒ
人
が
そ
こ
に

ち
ゃ
ん
と
坐
っ
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
に
い
い
し
れ
な
い
刈
づ
よ
さ
を
感

ず
る
の
で
あ
る
。

O
 

人
の
一
生
に
お
い
て
は

、

多
く
の
伎
を
も
た
せ
て
も
ら
っ
て
い
る

が
、

あ
ま
り
気
づ
か
な
い
。
「
あ
な
た
は
そ
れ
で
は
危
い
か
ら
、

こ
の

杖
を
持
っ
て
い
き
な
さ
い
。
」
と
杖
を
段
け
て
も
ら
う
。
し
か
し
、

旅
で

杖
を
渡
さ
れ
て
も

、

多
く
は
こ
れ
を
玩
具
に
し
て
し
ま
う
。
杖
を
ふ
り

ま
わ
し
て

、

重
い
か

、

軽
い
か
、

長
い
か

、

短
い
か
な
ど
と
も
て
あ
そ

ん
た
り
し
て
し
ま
う
。
ま
だ
、

若
い
か
ら
杖
の
必
要
は
な
い
と
考
え
る

人
も
あ
る
。
道
が
け
わ
し
く

、

さ
び
し
く

、

人
生
と
い
う
旅
に
危
険
を

感
ず
る
と
き
に
玩
具
と
し
て
も
て
あ
そ
ん
で
い
た
杖
が
カ
と
し
て
あ
ゆ

み
だ
す
の
で
あ
る
。

杖
は
仏
さ
ま
だ

、

生
き
て
い
く
カ
と
し
て
杖
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。

そ
の
と
き
、

は
じ
め
て
杖
で
あ
る
信
仰
の
大
切
さ
が
わ
か
り、

仏
さ
ま

の
仏
さ
ま
た
る
と
こ
ろ
が
わ
か
っ
て
く
る
。
分
ら
な
い
削
は
仕
方
が
な

い
の
か
も
し
れ
な
い
。
続
出
し
て
さ
び
し
い
思
い
を
し
て
持
労
す
る
こ

と
も
よ
か
ろ
・
フ
。
し
か
し
釘
仰
と
い
う
杖
は
か
な
ら
ず
必
要
に
な
っ
て

く
る
。
信
仰
と
い
う
校
を
・
刀
と
す
る
と
き
が
く
る
。
そ
し
て
最
後
に
信

仰
の
μ似
た
け
の
旅
と
な
る
。
人
かM
仰
と
い
う
杖
を
つ
き

、

そ
れ
を
h
H

と
し
、
最
後
に
仏
仰
の
紋
の
み
と
な
っ
て、

わ
が
身
が
伯
仰
の
杖
の
な

か
に
か
く
れ
て
し
ま
い

、

わ
か
九
討
が
そ
の
口
仰
の
杖
一本の
な
か
に
め

り
こ
ん
で
し
ま
っ
た
と
き

、

人
は
は
じ
め
て
大
丈
夫
な
人
と
な
る
。
生

き
る
力
・
か、

本
当
に
W
か
に
そ
の
人
に
具
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

人
生
の
旅
に
お
い
て

、

日
仰
と
い
う
杖
を
、

は
じ
め
は
も
て
あ
そ

び
、

つ
ぎ
に
た
わ
む
れ
る
が、
や
が
て
力
と
な
り
、

ゆ
き
つ
く
と
こ
ろ

は
、

会
く
杖
の
み
の
旅
と
な
る
の
で
あ
る
。
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円
反
朝
礼
讃
無
常
偽

諸
人
と
も
に
聴
き
た
ま
え

長
朝
無
常
の
備
を
説
か
ん

寂
滅
の
楽
も
と
む
れ
ば

沙
門
の
法
を
学
ぶ
ベ
し

衣
食
は
い
の
ち
保
つ
の
み

得
ら
れ
し
ま
ま
を
北
か
ん

い
ざ
諸
人
よ
今
日
の
朝

か
の
六
念
を
唱
う
べ
し

^ 聖

典

解

説

_.L.. 

/'¥ 

時
礼
讃

大
木
惇
夫

銀

〈下
〉

常

備大
正
大
学
講
師

柴

彦

回

哲

善
導
大
師
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
こ
の
『
六
時
礼
讃
』
の
構
成
は
一
日

を
六
時
に
分
け

、

そ
の
各
時
に
お
い
て

、

第
一
に
阿
弥
陀
仏
及
ひ
そ
の

浄
土
を
設
礎
、
第
二
に
自
己
の
反
省
と
蛾
傷
、
第
三
に
無
常
旬
、

と
三

部
分
よ
り
な
り
た
っ
て
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
及
川
制
礼
讃
も
後
述

す
る
日
中
礼
讃
も
、
や
は
り
同
じ
型
式
を
と
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
位
朝
礼
讃
は
特
訓
神
大
師
誕
生
三
年
前
の
大
泉
六
年
(
六
一
O
)

に
五
十
四
才
で
示
寂
し
た
彦
誌
と
い
う
沙
門
が
あ
り
ま
し
た
一
か、

こ
の

彦
政
の
『
願
往
生
礼
蹴
悦
』
よ
り
特
導
大
師
か
文
を
引
川
さ
れ
泊
ら
れ

た
も
の
で
す
。
彦
誌
は
当
時
の
夜
店
引
なq
t引
で
、
と
り
わ
け
文
意
の
才

能
は
卓
越
し
て
お
り
ま
し
た
。
持
海
大
帥
の
『
六
時
礼a
h
に
『
無
量

m
w舵
』
電
樹
と
世
相
吋
の
『
願
往
生
礼
悶mw』
哨
ず
と
共
に
彦
諒
の
も
の
が

採
用
さ
れ
た
こ
と
は
、
当
時
の
評
酬
が
い
か
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た

か
定
偲
ば
せ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
位
朝
礼
輔
副
の
れ
以
後
に
義
務
大
師
自
ら
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加
熱
常
備
を
造
り
付
け
ら
れ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
即
ち
円
取
の
無
常
似

な
の
で
す
。

制
と
い
う
も
の
は
す
べ
て
生
命
あ
る
も
の
が
眠
り
か
ら
口
覚
め
、
一

日
の
活
動
を
開
始
す
る
時
で
す
。
よ
く
ご
年
のd
は
元
旦
に
あ
り
」

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ
を
一
日
に
あ
て
て
入
れ
ば
、
一
日
の
生
活
を

意
義
あ
る
も
の
と
す
る
か
、
あ
る
い
は
価
値
の
な
い
無
意
味
な
も
の
と

し
て
し
ま
う
か
、
こ
れ
は
一
日
の
開
始
即
ち
朝
に
お
け
る
私
達
の
心
が

ま
え
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
そ
こ
で
善
導

大
師
は
そ
の
大
切
な
一
日
を
滋
足
の
ゆ
け
る
充
実
し
た
も
の
に
す
る
た

め
に
、
比
比
制
無
常
備
で
そ
の
心
が
ま
え
を
説
き
弘
述
に
呼
び
か
け
て
い

る
の
で
す
。
私
達
は
誰
か
ら
の
強
制
が
な
く
と
も
、
御
門
食
物
を
食

べ
、
そ
し
て
京
阪
を
ま
と
っ
て
生
活
し
て
い
ま
す
か
諸
行
は
無
常
で

す
。
何
時
悲
し
み
の
ど
ん
底
に
揺
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
・
北
で
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
生
も
死
も
な
い
其
の
立
・
ぜ
を
仰
る
た
め
に
釈
吟
の
お
誠
に

な
っ
た
仏
の
追
を
実
践
す
る
よ
・
っ
す
す
め
て
い
ゐ
の
セ
ナ
。
そ
れ
は
辺

を
求
め
る
古
に
ら
て
も
っ
と
も
組
本
的
な
日
常
生
活
に
お
け
る
六
つ

の
心
が
ま
え
で
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

常
に
仏
を
仏
仰
し
明
る
い
生
活
に
勘
む

常
に
法
な
尊
び
正
し
い
生
活
を
実
践
寸
る

常
に
僧
を
念
じ
互
に
仲
よ
く
生
活
す
る

時m
に
戒
を
念
じ
、
む
を
い
ま
し
め
る

常
に
他
人
に
積
極
的
に
与
え
る
こ
と
を
心
が
け
る

常
に
よ
り
高
い
次
元
の
世
界
を
思
い
求
め
る

以
上
の
心
が
ま
え
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る

c

し
か

も
一
日
が
開
始
さ
れ
る
極
め
て
重
姿
な
時
に
当
っ
て
こ
れ
を
強
調
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
す
。

日
中
礼
一
讃
無
常
備

諸
t
fと
も
に
聴
き
た
ま
え

目
中
無
常
の
偲
を
説
か
ん
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人
生
け
る
時
つ
と
め
ず
ば

恨
の
無
き
樹
に
も
愉
う
べ
し

花
を
手
折
り
て
日
に
ほ
け
ば

よ
く
幾
時
か
保
ち
得
ん

人
の
い
の
ち
も
そ
れ
の
ご
と

う
つ
ろ
い
や
す
し
京
の
間
そ

道
行
く
人
よ
迷
う
な
く

勤
め
て
弥
陀
に
す
が
る
ベ
し

大
木
悼
夫
訳



日
中
礼
讃
は
『
六
時
礼
讃
』
の
最
後
に
あ
た
り、

し
か
も
他
の
続
品

疏
か
ら
の
引
用
は
ま
っ
た
く
な
い
，J
海
大
師
門
身
の
恨
の
み
で
つ
く
ら

れ
た
部
分
で
す
。
し
た
が
っ
て
F六
時
礼
讃
』
の
総
結
分
と
も
い
う
べ

き
も
の
で
、
特
に
日
中
無
常
備
は
有
名
で
す
。

『
六
時
礼
讃
』
は
無
常
を
全
篇
に
渡
っ
て
誠
っ
て
お
り
ま
す
が

、

こ

の
日
中
無
常
仮
で
は
美
し
い
花
も
一
た
び
手
折
っ
て
日
中
放
置
し
て
お

く
と

、

た
ち
ま
ち
萎
ひ
て
し
ま
う
こ
と
を
例
に
あ
げ、

我
々
人
聞
の
い

の
ち
も
ま
っ
た
く
同
じ
こ
と
で
、
一
寸
先
き
は
聞
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
F

実
人
間
の
意
志
に
関
係
な
く
諸
行
無
常
の
道
政
が
刻
々

動
い
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
無
意
時
に
人
間
は
そ
の
小
で
引
物
に
執

行
し
、
無
常
で
あ
り
た
く
な
い
と
い
う
欲
望
か
生
じ、

こ
こ
に
人
間
の

苦
し
み
、
悲
し
入
が
生
れ
続
け
る
の
で
す
。

最
近
の
徳
内
周
辺
は
俳
気
ガ
λ
T
に
よ
る
大
気
ル
染
に
よ
り
状
々
の

H

を
う
る
お
し
て
く
れ
る
紋
の
樹
木
か
ぬ
端
に
少
危
く
な
っ
て
い
る
こ

と
は
非
怖
に
さ
び
し
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
少
し
で
も
れ
献
を
求
め
よ
う

と
す
る
欲
求
か
、
わ
ず
か
な
明
間
を
利m
し
て
M
W物
を
鉢
机
に
し
て
打

て
る
と
い
う
現
象
を
生
み
、

一7
パ
ー
ト
の
凶
作
五
部
な
ど
は
大
変
な
賑
わ

い
を
凡
せ
て
い
る
よ
う
で
す
か
、
樹
木
は
似
さ
え
つ
い
て
い
れ
ば
鉢
組

で
も
例
え
条
件
が
恋
く
と
も
手
を
か
け
れ
ば
必
ず
生
き
ぬ
き
ま
す
。
と

こ
ゐ
か
如
何
に
丈
夫
な
本
で
も
伎
が
な
け
れ
ば
す
ぐ
.
死
ん
で
し
ま
い
ま

す
む
つ
ま
り
樹
木
と
し
て
の
条
件
は
必
ず
銀
を
有
す
る
こ
と
な
の
で
す

が
、

た
潟
大
師
は
人
間
と
し
て
の
条
件
に
「
収
M
M
な
す
る
こ
と
」
を
と

り
上
げ
ら
れ
た
の
で
す
。
こ
の
努h
Hと
は
無
常
の
札
に
生
き
る
は
か
な

い
我
々
の
い
の
ち
で
す
が、

こ
の
は
か
な
い
い
の
ち
を
大
切
に
し
強
〈

生
き
ぬ
く
努
力
で
す
。
又
や
が
て
は
死
を
迎
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
我

々
で
す
が
、

死
は
議
で
も
恐
し
い
も
の
で
す
。
し
か
し
識
も
が
さ
け
ら

れ
な
い
人
間
の
大
問
題
な
の
で
す
。
文
こ
れ
に
と
も
な
う
苦
し
み、

悲

し

λ
を
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
が

、

こ
れ
を
解
決
す
る
努

力
を
怠
つ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
普
湾
大
師
自
身
も
こ
の
悩
み
の
中
か
ら

弥
陀
の
本
願
を
唯
一
の
救
済
と
お
し、

念
仏
に
ゆ
す
こ
と
に
よ
っ
て
生

も
死
も
す
べ
て
弥
陀
に
お
ま
か
せ
し
た
の
で
す
。
そ
し
て
即
時
む
に
満
ち

て
「
湖
め
て
弥
陀
に
す
が
る
べ
し
」
と
説
か
れ
た
の
で
す
が

、

弘
述
も

こ
の
無
常
似
の
窓
味
を
じ
っ
く
り
と
味
っ
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
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お
願
い

株
会
も
会
員
各
位
の
ご
伊
仙
の
も
と、

微
み
な
が
ら
法
然
k

人

鍛
仰
運
動
を
民
側
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
さ
さ
え
と
な
っ
て・

お
り
ま
す
の
か
、
各
位
か
ら
の
会
貨
で
す
が

、

こ
の
と
こ
ろ

W
納
一

さ
れ
る
方
が
ふ
え
て
お
り
ま
す
。
意
を
く
み
と
り
す
み
や
か
に
納一

入
さ
れ
ま
す
よ
・
つ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

一



霊

魂

A 
問弘

は
伶
土
宗
の
一
日
伎
で
す
が
、
教
職
を
迅
い
れ
十
後、

九
の
し
み
に

仏
教
特
を
銃
み

、

お
念
仏
に
少
々
蹄
進
さ
せ
て
い
た
九
い
て
お
り
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
か
好
か
、
.
4感
と
中
し
ま
す
か
、
み
仏
さ
ま
に
い

だ
か
れ
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け、

よ
ろ
こ
び
の
中
に
お
念
仏
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
一
人
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
仏
教
学
の
本
、
ま
た
は
仏
教
学
者
と
思
わ
れ
る
方
に
は

「
仏
数
で
は
一
応
作
品
孤
の
存
在
を
否
定
し
て
お
り
ま
す
」
と
、
い
-
つ
こ

と
を
し
ば
し
ば
聞
い
て
お
り
ま
す
。
一
方
布
教
師
の
方
A

は
、
一
部
こ

う
し
た
意
見
も
あ
り
ま
す
か

、

大
部
分
の
万
に
は
め
お
外
に
泣
訓
仰
の
災
在

を
志
の
め
か
し
、
小
に
は
明
ら
か
に
尖
在
を
お
脱
き
に
な
る
万
も
お
り

ま
す
。

は

存

あ
る
質

問
‘̂ "、，、，.，..，、，、

在

る

か

す

仏
教
を
学
び
、

聴
聞
す
る
払
は、

来
し
て
と
ち
ら
が
本
当
で
あ
る
う

か
と
迷
い
ま
す
。
U
仰
に
は
理
組
は
不
則、

一
女
無
知
の
削
減
に
同
じ
う

し
て
一
広
々
と
山
・
し
ま
ナ
。
で
も
、
す
で
に
附
い
た
り

h

叫
ん
がt
り
し
て
迷

い
は
じ
め
た
も
の
に
は
ど
・
フ
す
る
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。

「
仏
款
で
は
一
応-
R
4惜
の
介
径
は
否
定
し
て
お
り
まr
。
し
た
が
っ

て
亡
っ
た
人
の
魂
と
か

、

こ
の
魂
が
何
か
働
き
を
す
る
な
ど
と
と
は
考

え
な
い
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
」
と

、

あ
る
仏
教
学
者
は
・
印
さ
れ
て
お

り
ま
す
が

、

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
狼
い
で
(
た
と
え
ば
経
典
と
か
科
学

的
に
)
中
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
現
に
寺
院
で
は
葬
式
を
し
た

り
、

法
w
mを
し
十
り
、

追
将
回
向
(
亡
者
の
た
め
に
)
を
し
た
り
い
た

し
て
お
り
玄
す
か
、
ぷ
訂
し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

そ
れ
な
ら
ば
立
磁
の
尖
犯
は
ど
う
し
て
わ
か
る
か
と
白
川
い
た
し
ま

す
と

、

現
缶
の
科
学
で
は
分
ら
な
い
と
い
い
ま
す
。
で
は
一
家
の
中
に
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t
m人
か
絶
え
な
い
つ
で
先
祖
の
問
向
を
し
た
が

、

そ
の
納
入
が
亡
く
た

っ
て
し
ま
っ
た
あ
と
、
死
者
に
身
近
い
者
{
逃
く
か
ら
帰
省
し
)
が
ふ

れ
る
と
鼻
血
を
出
す
(
与
波
川
循
域
は
止
ま
っ
て
い
る
の
に
)
と
か、

あ
る
い
は
靴
時
中

、

兵
上
つ
必
死
の
日
時
に
こ
の
親
に
自
分
の
安
定
見

せ
る
た
め

、

別
れ
を
つ
げ
る
た
ち

ζ
、

こ
の
相
慌
が
岐
を
見
る
こ
と
が
多

々
あ
っ
た
等
々
、
こ
う
し
た
実
例
か
霊
魂
の
存
在
を
示
し
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
近
頃
で
は、

四
次
元
の
世
界
の
こ
と
が
い

ら
い
ら
人
々
に
院
伝
さ
れ

、

吉
需
も
か
な
り
出
版
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

以
上
で
は
弘
の
意
は
い
い
尽
せ
ま
せ
ん
が、

主
魂
の
問
題
に
つ
い
て

は
仏
教
学
と
実
際
の
仏
教
信
仰
の
問
に
は
、
い
さ
さ
か
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ

る
よ
う
に
思
え
ま
す
。
こ
う
し
た
点
を
ど
の
よ
・
つ
に
巧
え
、

解
釈
し
た
ら

よ
い
つ
か
、
こ
教
示
い
た
だ
き
た
く
思
い
ま
す
。
(
山
n

県
小
川
智
〉

A
‘

定
自

仏
教
は
二
五
円δ
余
年
の
康
史
の
中
で
、
い
ろ
い
ろ
に
苅
凪
し
、
い

る
い
る
の
土
俗
宗
教
訓
日
慣
を
包
容
し
な
か
ら
今
円
に
到
っ
て
お
り
ま

す
。
し
た
ペ
て
、
そ
の
・
中
に
は
お
互
い
に
矛
応
ず
る
教
が
?
く
さ
ん

あ
り
ま
す
つ
で
、
と
れ
か
本
当
の
仏
教
か
と
迷
う
の
が
喝
然
で
す
。

そ
の
た
め
中
凶
で
は

、

そ
の
混
乱
を
整
理
し
て
、
門

分
の
取
り
た

い
、
取
る
べ
き
立
拐
を
決
め
る
こ
こ
ろ
ム
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

を
数
相
判
釈
と
い
い
、
教
の
い
る
い
ろ
の
姿
を
判
断
し
解
釈
し
て、

自

ら
の
京
を
立
て
ま
し
た
。
こ
の
中
で
念
仏
を
中
心
と
す
る
作
上
門
で

は
、

次
の
よ
う
に
整
理
し
た
の
で
す
。

(
6刀
法
)
(
人
間
観
)
(
目
的
)

一l

h

浄
土
門
l

ロ
で
念
仏
a

探
悪
生
死
の
凡
夫
あ
の
世
に

一

生
れ
る
へ
ま
に
釈
時
滅
後
五
、
六
百
年
後
の

一

阿
弥
陀
祭
典
中
心
。
た
だ
し
、
本
質
的
に
は

仏
教
i

一一

心
の
安
ら
ぎ
を
求
め
て
い
て、
仏

教
の
寂
静

一

の
底
地
に
述
す
る
こ
と
に
な
る
。

一l

川
町
聖
道
内
心
で
冥
想
仏
性
た
も
つ
人
間l
こ
の
世
で

係
る
(
釈
柑
?
っ
当
初
の
考
え
万
に
近
い
)

こ
の
似
は
釈
坊
当
初
の
形
に
近
い
の
で
す
が

、

釈
噂
は
そ
れ
ま
で
の

イ
ソ
ト
の
宗
教
材
学
が

、

人
つ
ア
l

ト
マ
ン
(
我

8

巳
〉
を
実
在
視

し
て
、

実
在
乃
m以
源
で
ゐ
る
k

う
に
必
い
て
い
る
の
を
ポ
円
定
し
て
、

ア

ナ
l

ト
マ
ゾ
(
無
投
)
を
強
口
し

、

そ
の
た
め
仏
教
は
燥
状
愉
者
と
呼

ば
れ
る
く
ら
い
で
し
た
。

こ
の
ア
l

ト
マ

γ

は
、
に
足
掛
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
今

弘
共
の
使
・
フ
昆
魂
と
は
、
も
う
少
し
智
学
的
な
意
味
で
す
。
そ
こ
で
仏

教
の
店
本
的
立
場
は
Z

訓
%
を
認
め
な
い
の
だ
と
い
う
説
に
な
り
ま
す
。

た
し
か
に
原
始
経
典
に
は、

今
、

た
と
え
ば
お
た
ず
ね
の
よ
う
な
央
体

的
な
句

一

か
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
を
さ
ま
よ
っ
て
夢
枕
に
立
っ
た
り

、

た
た

り
を
し
た
り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
説
か
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ
の

ω
の
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流
れ
に
よ
る
も
の
、

と
く
に
縛
で
は
こ
の
傾
向
が
強
い
よ

・フ
で
す
。
で

す
か
ら

、

霊
が
死
後
西
方
に
生
れ
る
と
い
う
こ
と
は
仰
で
は
本
米
考
え

ら
れ
な
い
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
一
応
川
は
位
否
定
と
し
て
お
き
ま
し
ょ

・
フ
。

と
こ
ろ
が
ω
の
中
に
も
す
で
に
、

も
っ
と
も
釈
噂
心
年
代
が
近
い
丞

典
の
中
に

、

生
天
・

堕
池
訣
の
御
説
が
あ
り
ま
す
。
解
釈
に
よ
る
と

、

そ
れ
は
方
使
の
た
め
だ
と
い
う
人
も
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
僧
で
な
い
一
般

の
人
の
た
め
だ
と
い
う
人
も
あ
り
ま
す
が
、

ど
ち
ら
に
し
て
も
矛
盾
し

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
神
の
教
で
も
、

こ
の
世
の
解
脱
ば
か
り

で
な
く
、

川
棚
淡
を
願
う
教
も
ふ
く
ま
れ
て
い
て、

叫
の
小
も
ぞ
は
り
こ

面
が
あ
り
ま
す
。

仙
川
は
表
示
の
よ
う
に
釈
簿
か
ら
か
な
り
は
な
れ
た
時
代
に
生
れ
ま
し

た
。
ω
と
兵
っ
て
、

人
は
煩
悩
多
き
も
の
で
あ
る
か
ら

、

こ
の
世
で
悟

る
と
い
う
こ
と
は

、

と
て
も
.
小
可
能
で
あ
っ
て、

ひ
た
す
ら
仏
の
願
を

俗
し

、

念
仏
し
て
死
後
極
策
ζ
生
れ
て
汝
わ
れ
る
の
で
あ
る
と
い
う
教

で
す
。
布
の
ぷ
に
す
べ
て
を
由
け
ま
せ
ん
が

、

い
ろ
い
る
た
闘
で
娯
っ

て
お
り
ま
す
。
死
後
生
れ
石
と
い
・
フ
も
の
は
客
観
的
に
見
る
と
混
と
考

え
ら
れ
ま
す
が、
や
は
り
仏
教
の
小
の
教
え
と
し
て

、

経
典

、

と
く
に

浄
土
教
の
経
典
の
中
で
も
孟
と
い
う
言
葉
は
な
く、

た
た
念
仏
す
る
者

が
、

西
方
浄
上
に
生
れ
る
と
い
う
表
現
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

盤
と
い
う
と

、

実
在
的
な
先
述
の
よ

う
な
も
の
.
かF
恕
さ
れ
る
の

で
、

ま
た
仏
教
の
無
我
説
に
もど
る
の
で
避
け
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と

、

往
生
と
い
う
ニ
と
を
説
くω
で
も
霊
の

表
現
は
本
木
は
な
い
の
で
す
。

し
か
し
、

浄
土
を
日
ず
る
有
は

、

先
鋭
の
往
生
を
lい
じ、
h
H
ら
も
後

に
続
く
の
を
r
uじ
て
お
り
ま
す
。
逝
け
る
先
輩
は
先
亡
の粘
誌
で
あ
り

ま
す
。
こ
の
信
の
上
に
な
り
た
つ
主
で
あ
り
ま
す
。
科
学
的
証
明
は
そ

の
怠
味
で
不
可
能
で
あ
り
ま
す
が

、

過
去
何
千
年、

い
や
も
っ
と
合
く

か
ら
浄
土
教
の
み
な
ら
ず

、

何
千
何
億
の
人
々
の
心
に
さ
さ
え
ら
れ
て

き
た
も
の
と
い
う
べ
き
位
の
俗
仰
が

、

あ
る
市
史

、

心
の
支
え
と
な
っ

て
き
た
が
実
は
、

そ
の
恒
例
と
川
じ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
や
し
げ

な
官
話
的
利
括
的
証
明
は

、

仏
教
の
所
澗
無
我
説
に
反
し
ま
す
。

以
上

、

も
っ
と
も
っ
と
説
明
す
べ
き
で
す
が

、

余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん

の
で
欄
準
し
ま
す
。

要
す
る
に
仏
教
に
は
い
ろ
い
ろ
立
場
が
あ
り

、

往
生
を
説
く
の
は
浄

土
門
で

、

し
か
も
無
投
説
の
仏
教
な
の
で
広
と
は
袈
現
し
な
い
が、

こ

の
弘
、

あ
る
方
が
伶
土
に
生
れ
る
と
脱
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
す
。
し
た
が
っ
て

U
械
を
説
く
説
か
な
い
は
、

そ
の
立
場
に
よ
り

異
な
り

、

仏
教
の
中
で
も
お
た
ず
ね
の
よ
う
に
「
ギ
キ
ッ
プ、

矛
盾
」

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
ふ
し
ぎ
と
考
え
質
問
せ
ら
れ
ま
し

た
の
は

、

そ

れ
だ
け
仏
教
の
理
解

、

浄
土
宗
の
信
仰
が
進
ま
れ
た
こ
と
だ
と
拝
し

、

敬
意
を
友
し
ま
す
。
(
担
当
以
野
京
海
)
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異

‘
，
ら
ば
ん

翌
る
年
の
良

、

や
か
て
年
中
で
畳
も
忙
し
い
孟
附
盆
を
間
近
に
ひ
か

え
た
成
る
夜
。
そ
の
夜
ぷ
馬
鹿
に
む
し
暑
か
っ
た
。
風
門
あ
が
り
の
点

党
は
、
伏
い
て
も
鉱
い
て
も
流
れ
る
出
汗
に
困
っ
て
、
本
件
干
の
ほ
に
腰

-
e
ι
F
い

を
お
ろ
し
た
。
お
同
市
氷
の
多
い
こ
の
あ
た
り
は

、

境
の
絞
桝
も
め
ぐ
ら
さ

れ
て
、
下
裕
一
つ
の
彼
の
姿
も
鋭
か
れ
る
恐
れ
は
な
か
っ
た
。
コ
ロ
リ

り
あ
お
む
け
に
寝
こ
ろ
，
か
つ
て
、
際
限
も
な
く
拡
が
る
口
什
担
を
眺
め
て

い
る
と
、

「
あ
っ
/
・
ほ
た
る
や
/
ほ
た
る
や
/
ほ
た
る
坂
っ
て
」

と
到
の
夜
道
で
治
兵
衛
の
手
心
ふ
ら
さ
が
っ
た
幼
いn
の
記
憶
が
位

っ
て
く
る
。
「
日
必
を
は
た
る
と
間
違
う
な
ど
と

、
小
さ
か
っ
た
と
は
い

え
俺
も
よ
ほ
ど
飯
田
川
に
凶
来
て
い
る
わ
い
」
チ
カ
チ
カ
と
瞬
く
足
も
あ 僧

覚

第
十
回

員

柴
田
六
五
郎

ハ
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
在
住
〉

れ
ば
ジ
ッ
と
光
を
静
め
て
眠
勺
て
い
る
の
も
あ
る
。
「
北
縦
足
と
い
う

の
は
年
中
位
舵
が
変
ら
ぬ
と
い
う
が
一
体
ど
れ
か
な
」
何
の
知
識
も
な

い
u
mの
陀
罪
で
あ
る
か

、

知
識
が
無
い
だ
け
に
、
山
川に
浮
い
て
と
ど
ま

コ
て
い
る
民
た
ち
は
い
よ
い
よ
不
思
散
な
思
い
を
誘
う
。
統
れ
足
が
一

つ
、

ス
l

ッ
と
東
山
の
頂
き
の
辺
り
に
山
山b
z引
い
た
。
そ
の
時
、
ハ
ラ

ヅ
と
何
か
白
い
も
の
が
限
の
端
で
ゆ
れ
た
。
以
切
り
の
問
を
す
か
し
日
比

た
彼
は
思
わ
ず
ザ
即
を
の
ん
だ

G

そ
こ
に
は
夜
眼
に
も
れ
い

K
の
練
が

あ
っ
十
。
妙
縦
で
あ
る
。
彼
タ
も
今
次
の
ゆ
向
さ
に
耐
え
か
ね
た
の
で
あ

ろ
う

、

向
次
も
絹
よ
げ
も
脱
ぎ
ず
で、

午
れ
ま
ま
の
淡
で
体
の
ほ
て
り

を
さ
ま
し
に
来
た
の
だ
。
無
諭uて
こ
に

、

つ
い
恨
の
え
に
其
覚
.
か
い
る

と
は
知
る
筈
も
な
い
。
彼
は
限
を
閉
じ
た
。
見
て
は
な
ら
な
い
も
の

- 24-



だ
。
し
か
し
強
い
好
奇
心
が
限
を
聞
か
せ
ず
に
は
お
か
な
い
。
も
の
の

二
問
と
は
離
れ
ぬ
と
こ
ろ
に
白
い
女
体
は

、

そ
の
突
し
い
愉
卯
を
浮
き

τ
 

あ
が
ら
せ
て
い
る
も
一
つ
こ
つ
忍
ひ
よ
る
蚊
を
女
の
ゆ
や
が
追
う
。
そ
の

た
び
に
形
の
よ
い
胸
の
ふ
く
ら
λ
か
フ
ル
ソ
と
震
え
る
。
息
を
こ
ら
し

て
見
据
え
る
彼
の
体
は
次
第
に
ほ
て
り

、

熱
い
汗
が
吹
き
出
す
が
拭
く

-T‘, 

こ
と
も
出
来
ぬ
。
無
意
識
の
，
フ
ち
に
沈
め
た
体
は
や
が
て、

屋
守
の
よ

う
に
橡
の
板
に
吸
い
っ
き、

限
だ
け
が
異
様
な
光
を
削
惜
し
て
い
っ
た
。

そ
れ
と
も
知
ら
ぬ
妙
存
か、

や
が
て
白
衣
に
身
を
包
ん
で
路
慨
に
消

え
る
と

、

伎
は
a
mく
我
に
か
え
っ
た
が

、

そ
の
余
り
に
も
激
し
い
衝
喰

-e 

か
ら
覚
め
る
為

、

な
お
有
く
は
そ
こ
に
坐
り
つ
づ
け
た
。
そ
の
夜
の
彼

は
ま
ん
じ
り
と
も
せ
ぬ
ま
と
ろ
み
の
中
で

、

自
い
幻
に
悩
ま
さ
れ
?
っ

s
a
v
A
7
 

け
た
。
タ
と
も
現
と
も
つ
か
ぬ
中
で
妙
存
の
女
体
は、

ぬ
々
の
袋
態
を

も
っ
て
彼
に
迫
っ
て
く
る
G

た
ま
り
か
ね
た
彼
が
掴
み
か
か
る
と

、

そ

れ
は
バ
ッ
と
消
え
て

、

ぷ
ね
の
け
ら
れ
た
木
綿
布
団
の
ご
わ
ご
わ
と
し

た
感
触
が
彼
を
現
広
に
引
き
も
ど
し
た
。

「
恐
る
し
い
こ
と
だ
。
唯
一
度
か
い
ま
弘
た'
K体
が
こ
れ
ほ
ど
俺
を
出

し
め
る
と
は
。
女
は
魔
性
と
き
い
て
は
い
た
が

、

こ
ん
な
恐
ろ
し
い
も

の
と
は
知
ら
な
ん
だ
。
い
や、
恐
ろ
し
い
の
は
K
で
は
の
う
て

、

俺
の

心
か
も
知
れ
ぬ
。
妙
容
は
何
も
し
て
お
ら
ね
し、

何
も
知
ら
ぬ
。
陀
の

心
が
あ
れ
の
向
い
傑
を
見
て
勝
手
に
伝
り
立
っ
て
い
る
に
す
ぎ
ぬ
。
こ

れ
が
煩
悩
と
い

・
フ
も
の
か
。
も
・
フ
見
る
ま
い
。
見
ね
ば
俺
の
心
も
狂
い

‘

~
・ζ
r
a

巳
ゐ

立
つ
ま
い
。
底
の
普
湾
大
師
と
い
うm
m

は
、

『眼
を
単
げ
て
女
人
を

見
ず
』
と
、

生
涯
女
の
額
を
見
る
こ
と
す
ら
避
け
ら
れ
た
と
い・
っ
。
そ

れ
に
こ
の
俺
は
:
・
:
」

け
れ
ど
も
、

そ
の
気
持
と
は
裏
腹
に
、
翌
る
日
も
風
呂
・
を
出
た
彼
は

ら
ん
か
ん

本
堂
の
路
市
に
急
い
たc

今
夜
は
欄
干
の
器
に
身
を
ひ
そ
め
て
待
つ
其
覚

で
あ
っ
た
。
小
さ
な
足
音
が
砂
を
踏
ん
で
近
づ
く
と、

彼
の
胸
は
急
に

何
か
が
詰
ま
っ
た
よ
う
に
た
り

、

頭
の
中
が
ガ
ン
ガ
ソ鳴
り
出
し
た
。

そ
の
頭
を
雨
の
掌
で
絞
め
つ
け
る
よ
う
に
か
か
え
な
が
ら、

限
だ
け
は

h
g
c

ゅ
う

妙
径
の
線
に
吸
い
つ
い
て
休
中
を
嘗
め
廻
し
て
い
た
が

、

涼
を
入
れ
た

妙
か
が
欄
干
に
か
け
た
お
物
を
と
る
た
め
に
手
を
伸
ば
し
た
時

、

そ
の

お
羽

胸
の
ふ
く
ら
λ
か
グ
ッ
と
己
が
顔
に
抑
し
つ
け
ら
れ
た思い
で

、

彼
は

の
ど喉

の
突
で
H

グ
ウ
H

と
拾
っ
た
。
'

泥
棒
焔
乃
よ
・
フ
に
仔
を
忍
ば
せ
てnw
hに
州
り
、

そ
の
ま
ま

寝
床
に

ひ
っ
く
り
返
る
よ
・
フ
に
体
を
似
た
え
た
が、

限
れ
な
い
の
は
昨
伐
と
川

嫌
で
あ
る
。
小
γ

刻
も
立
つ
附
た
天
井
の
問
に
織
を
す
え
て
心
を
静
め

よ
う
と
し
た
が
、

そ
の
閣
の
中
に
も
白
い
幻
は
あ
っ
た
。
然
も
現
出
の

h
，
、

妙
引
い
よ
り
も
災
に
と
惑
的
で
さ
え
あ
る
。
坐
り
な
お
し
た
彼
は
何
と
か

し
て
そ
の
幻
か
ら
逃
れ
ι

い
と
般
安
心
経
を
品
し
は
し
め
た
。

「
色
即
走
全
、
均L
即
岡
山
ι
・4
、

支
店
付
品

、

亦
山
山
知
位、

血
行
利
子・:
」

何
回
も
何
回
も
絞
返
し
た
が

、

口
頭
の

。
。
。
。
。

「
臨
時
間
般
若
並
置
管
多
心
経
。
観
自
在
苔
磁
」
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と
称
え
る
と
途
端
に
け
し
幻
必、

あ
り
あ
り
と
如
意
輪
観
音
の
姿
に

変
し
た
Q

左
の
齢
を
聞
き

、

右
脚
に
競
技
を
つ
い
て

、

以
十
限
思
惟
の
妙

L
身
は
正
し
く
大
向
Y
本
到
の
嬰
で
d
る
-
そ
・
フ
じ

;

削
意
y
j
M

古
c

如
ぷ
輸
を
描
こ
う
、
妙
容
を
加
窓
絵
に
見
た
て
て
、
」
行
灯
に
火

を
入
札
、

紙
を
日
吹
ベ
た
。
継
は
使
い
古
し
て
す
っ
か
り
ち
ひ
て
了
っ
た

培
、
磁
を
』
く
そ
れ
で
あ
る
3

彼
は
こ
の
乍
で
写
経
も
し
t
。

ι小
m
u
Aな

-
-
A
V
4
・

U聴
で
法
衣
を
ま
と
う
身
と
な
っ
た
其
覚
は、
仏
山
内
の
勉
強
の
為
に

、

そ

し
て
一
方
で
は
位
指
に
な
っ
た
琵
父
治
兵
衛
へ
の
ぷ
思
の
印
と
し
て
n

抵
の
怜
土
三
郎
経
を
附
り
た
い
と
思
い

、

仰
を
凡
て
は
写
w
mの
慌
を
進

め
て
い
た
。
し
か
し
縫
を
誤
っ
て
み
る
と、

内
い
幻
の
給
郭
は
次
第
に

緩
昧
な
も
の
と
な
り

、

本
主
の
隊
に
か
そ
ん
で
尼
僧
今
際
を
盗
人
見
る

お
配
れ
己
の
浅
間
し
い
盗
が
峨
に
浮
き
ヒ
っ
て
く
る
。
そ
コ

、

人
に
Fい
え
ぬ
慨

か
し
さ
と

、

僧
と
し
て
あ
る
ま
じ
き
不
潔
き
が
、

胸
の
・
中
で
ど
す
黒
く

渦
を
ま
い
た
。

「
も
う
止
め
だ
」
「
も
・
フ
見
る
ま
い
」

そ
う
心
を
叱
り
つ
つ

、

一
方
で
は
日
暮
れ
を
待
つ
も
ど
か
し
き
が
あ

っ
た
。
夜
舗
に
奇
妙
な
逢
う
瀬
を
E
ね
る
点
党
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち

に
依
の
心
の
隅
に
「
此
の
妖
し
い
女
体3
魁
h
Mか
ら
は
到
底
逃
上
る
取

が
出
来
ぬ
。
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
一
一
闘
の
こ
と
、
と
こ
と
ん
ま
で
こ
れ
を

比
極
め
て
や
ろ
う
と
い
う
」
ふ
て
ふ
て
し
い
考
え
が
コ
を
給
げ
始
め

た
。
一
佼
ご
と
に
明
る
く
な
っ
た
月
を
仰
ぎ
な
が
ら

、

「
其
覚
さ
ん
」

と
妙
容
が
低
い
戸
で
呼
ん
た
。
限
を
血
の
よ
う
に
し
て、

形
の
よ
い

体
の
純
を
追
司
て
い

'一
・
4

い
、
F
1然
と
し
て
寸
t
~
u
h
G

「
知
っ
て
い
た
の
か
?
俺
か
こ
う
し
て
い
る
こ
と
を
。
あ
あ
/

も

う
こ
う
な
っ
た
ら
仕
方
が
な
い
」

胞
を
決
め
て
立
ち
上
ろ
う
と
し
九
彼
会

、

妙
'
dは
又
小
さ
く
呼
ん

だ
。
い
や

、

勾
ん
だ
の
で
は
な
く

、

つ
ふ
や
い
た
の
た
。
彼
は
又
そ
っ

と
体
を
沈
め
た
。

そ
の
教
円
後

、

A
覚
を
掴
ま
え
た
妙
存
は

、

「
真
党
さ
ん
/
・公
方
比
の
頃
一
寸
様
子
が
お
か
し
い
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
由
民
は
河
処
へ
守
く
の
か
毎
日
お
風
呂
を
出
る
と
消
え
て
し
ま
う

し
、

何
か
ひ
と
く
絞
れ
て
い
る
よ
う
だ
し

、

何
か
密
な
こ
と
で
も
し
て

い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?

」

す
っ
か
り
詰
問
n

調
で
あ
る
。
一
ニ
河
の
閉
会
か
ら
出
て
米
た
妙
存
で

あ
る
か
、

一
年
下、

旬
以
つ
人山
中で
も
ま
れ
て
す
っ
か
り
大
人
び
て
米

た
。
彼
は
ギ
タ
ッ
と
顔
を
λ
つ
め
た
。

「
近
頃
は
悪
所
と
か3
・
フ
処
へ
品
う
お
幼
さ
ん
が
多
い
と
聞
い
てい

ま
す
。
と
ん
な
処
か
知
り
ま
せ
ん
九
、

思
所
と
d
う
か
ら
に
は
、

き
っ

と
人
に
は
言
え
な
い
処
で
し
ょ
う
。
若
し
か
し
た
ら
貸
方
も?
」

絞
は
返
答
に
窮
し
た
。
黙
っ
て
戸
惑
う
彼
の
ぷ
情
を
深
り
な
か
ら、

「
弘
は
叫
覚
さ
ん
に
お
経
を
教
え
て
貰
い
ま
し
た
し

、

そ
の
外
何
も
彼

，
。



も
災
万
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
寸
。
臥
聞
か
ら
行
っ
て
も
何
か
ら
骨
引
っ

て
も
文
字
L
り
兄
さ
ん
で
す
。
仏
法
で
は
法
兄
と
宮
う
の
で
し
ょ
う
。

け
れ
と
も
私
は
貸
方
を
肉
身
の
兄
さ
ん
の
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。
だ

か
ら
貴
方
の
こ
と
が
此
の
間
か
ら
気
に
鵠
つ
て
な
ら
な
い
の
で
す
。
け

れ
と
ず
っ
と
お
盆
で
忙
し
い
し、

貴
方
は
何
か
隠
し
ご
と
で
も
し
て
い

る
保
子
で

、

私
か
ら
逃
げ
よ
う
逃
げ
よ
う
と
し
て
い
て、

お
話
を
す
る

‘, 
機
が
な
か
っ
た
の
で
す
。
妹
の
く
せ
に
生
意
気
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、

私
は
心
配
で
な
ら
な
い
の
で
す
」

一
気
に
吐
き
出
す
よ
う
心
守一回
っ
た
。
彼
は
う
ろ
た
え
た
。
「
そ
ん
な

処
へ
は
行
か
ぬ
」
と
言
え
ば

、

「
そ
れ
で
は
何
処
へ
?
」
と
突
っ
こ
ま

れ
る
。
さ
り
と
て
事
実
を
白
状
す
る
訳
に
も
ゆ
か
ぬ
。
彼
は
黙
っ
て
う

つ
む
い
た
。

「
や
っ
ぱ
り
。
返
事
も
出
来
せ
い
し
、

弘
つ
顔
も
比
ら
・
九
な
い
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
向
と
い
う
汚
い
人
で
し
ょ
う
。
此
方
の
よ
う
な
人
は、

も
う
兄
と
も
何
と
も
思
い
主
せ
ん
/
・」

あ
と
は
涙
戸
に
な
る
と

、

く
る
っ
と
背
を
向
け
て
自
分
の
居
京
に
し

て
い
る
飽
苛
去
に
駆
け
こ
も
う
と
し
た
。

「
ち
が
・
フ
/
・」

絞
は
附
内
定
に
叫
ん
だ
。

表
紙
の
解
説

東
京,1 
μ1 

梅
窓
院

東
京
の
中
心
部
に
あ
り
な
が
ら

、

一
歩
山
門
の
中
に
入
る
と
、

都
会

の
騒
音
を
忘
れ
さ
せ
る
か
の
よ
う
に

、

小
鳥
の
哨
る
声
が
聞
え
る
寂
と

し
た
と
こ
ろ
が
、

長
青
山
悔
窓
院
で
あ
る
。

当
院
は
寛
永
二
十
年
に

、

旗
本
青
山
幸
成
(
よし
な
り
)
公
を
開
基

と
し
、

視
智
属
部
b
z閉
山
と
し
て
創
建
さ
れ
た
が、

そ
の
所
以
に
は
大

変
お
も
し
ろ
い
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
徳
川
三
大
将
軍
家
光
は
こ
の

串
平
成
と
兄
忠
成
が
特
に
お
気
に
入
り
で
あ
っ
た
。

あ
る
時
将
恕
は
側
近
た
ち
と
店
狩
り
に
出
か
け
た
の
で
あ
る
が、

そ

の
折
一
休
み
の
座
制
問
に
倖
成
心
、
ん
で
一
気
に
駆
け
め
ぐ
っ
た
土
地
を

下
賜
す
る
と
命
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
や
ヰ
成
が
命
じ
る
ま
ま
に
駆
け

た
内
側
を
賜
り

、

を
の
こ
る
時
ノ
口
へ
通
じ
る
街
道
を
境
に
北
側
な
兄

忠
成

、

-
川
側
を
時
中
成
と
分
け
、

W
H山
家
の
下
民
放
と
し
た
と
い
う
の
で

あ
る
。

叫
・
6

誌
は
そ
の
中
一
万
二
千
坪
を
附
し
て
境
内
と
し
た
も
の
で
あ
る

か
、

愉
悦
窓
院
と
い
う
名
は
傘
成
の
法
民
り
か
ら

、

山
け
は
同
犬
人
の
法
号

か
ら
と
り
つ
庁
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
Q

な
お
明
治
ま
で
に
激
症
の
火
災

に
過
っ
て
お
り

、

幾
度
の
財
宝
を
焼
失
し
た
こ
と
は
お
し
ま
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
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仏

教

の

<5> 

日
本
仏
教
の
宗
派
に
つ
い
て

手

ひ

き

問

日
巡
山
に
つ
い
て
お
し
え
て
く
だ
さ
い
。

答

n

巡
山
川
の
山
川
机
は

、

い
う
ま
で
も
な
く
n

雄
明
人
で
あ
り

ま
す
。
明
人
は
、
必
所
点
々
で
学
ば
九
ま
し
た
か
、

い
く
つ
も
っ

疑
問
が
も
た
れ
ま
し
た
。
こ
の
疑
問
は
回
避
上
人
に
か
ぎ
ら
ず
、

各
宗
派
の
お
祖
師
さ
ま
方
は
ム
な
そ
う
で
す
が
、
日

連
盟
人
も
ど

多
分
に
も
れ
ず
信
仰
上
の
悩
み
を
も
た
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
つ

は
、
お
釈
迦
さ
ま
の
説
か
れ
た
仏
教
が

、

な
ぜ
こ
ん
な
に
い
く
つ

も
の
宗
派
か
で
て
き
た
の
か
、

お
釈
迦
さ
ま
の
本
怠
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う
一
つ
は、

内
乱
の
つ
づ
い
て
い

る
時
代
へ
の
疑
問
と

、

人
び
と
n
u汁
刊
の
律
問
と
は
な
に
か
と
い
う

こ
と
た
っ
た
の
で
す
。
聖
人
は
厳
し
い
修
行
の
す
え
に、

お
釈
迦

さ
ま
の
税
か
れ
た
法
取
結
こ
そ
が

、

そ
の
・
本
意
を
正
しく
伝
え
て

い
る
と
い
う
概
引
を
も
た
れ
た
の
で
す
。

問

訟
部
経
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
い
る
の
は円
巡
京
だ
け
で

ド
ー
‘
。

」
3
4
μ

答

そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
前
に
も
の
べ
ま
し

た
よ
う

に
、

そ
も
そ
も
法
華
経
に
注
目
し
た
の
は
隆史
は
古
く
、
中
国
の

天
台
大
師
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
系
統
を
う
け
て
、
日
本

で
は
伝
技
大
師
が
、

法
事
経
を
依
り
ど
こ
ろ
と
し
て
天台
宗
を
開

か
れ
ま
し
た
。
日

連
m
T人
も
、

も
ち
ろ
ん
比
叡
山
で
勉
学
し
修
行

さ
れ
た
方
で
す
。

..........................................................................................................,...u..........,............,.......,..".".....,..,..,...... 
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問

日
通
宗
の
お
し
え
の
特
色
は
ど
う
い
う
も
の
で
し
ょ
う

‘
。

au 
答

日
匙
砲
人
は
、

天
台
。
お
し
え
を
う
け
つ
が
れ
て
い
ま
す

が
、
話
払
つ
小
説
一
と
し
て
の
妙
法
す
な
わ
ち
、

妙
法
越
不
均
と
と

も
正
、

諸
仏
の
統
一
と
し
て
の
本
仏
す
な
わ
ち、

久
追
の
お
釈
迦

さ
よ
の
υ
付
帯
を
強
く
説
か
れ
て
い
ま
す
さ
ら
ι
、
木
立
つ
快
に

お
い
て
は
、
杭
同
他
的
な
菩
盛
仏
を
鋭
い
て
、

億
人
の
放
済
の
ム
な

ら
r

、
と
く
に
社
会
や
同
家
の
全
体
的
な
救
い
を
中
川
以
し
た
の
で

す
。
臼
常
の
生
活
に
お
い
て
「
南
無
妙
法
遮
紫
綬
」
と
と
な
え
信

市
る
こ
と
つ
な
か
に
、
仏
教
の
日
髄
が
作
犯
す
る
の
で
あ
る
と
い

う
の
が
、
日
蓮
宗
の
主
と
し
て
と
か
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま

す
。ま

た
、
日
連
盟
人
の
お
し
え
の
特
色
と
し
て
劣
機
の
h
弘
前
と
い

う
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
主
す
。
和
ド
.
入
品
川
身
を
「
海
辺
。
術
陀
患
が
子
」

と
か
「
今
生
に
は
貨
店
柄
.
F
段
。
者
と
生
れ

、

腕
陀
鉱
が
家
よ
り
仰

で
た
り
」
と
述
べ
て
い
ま
す
が、
腕
陀
寵
〈
せ
ん
だ
ら
〉
と
は
イ

ン
ト
の
階
級
制
度
の
な
か
で
も
も
っ
と
も
股
し
い
職
指
に
従
が
し

て
い
て
、

決
し
て
上
府
民
綜
日
級
に
仲
間
入
り
が
で
き
な
い、
い

わ
ば
迎
命
の
落
し
子
と
も
い
え
る
も
の
で
す
。
こ
の
肢
で
は
到
底 立

わ
れ
か
・
ん
い
「
腕
陀
艇
が
子
」
か

、

法
山
叩
純n
υ同
明
か
れ
て
い

る
、

す
べ
て
の
お
が
成
仏
で
き
る
と
い
・
フ
お
し
え
に
強
く
う
た
れ

て
、

記
入
の
ば
仏
を
も
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
り
ま
す
。

問
日

必
型
人
が
・
フ
け
た
閑me想
的
た
影
容
に
つ
い
て
は
ど
ん
た

も
の
で
し
ふ
う
か
。

答

ご
添
知
の
通
り
、
比
叡
山
に
お
い
て
訟
指
慌
を
学t
v
.
入
ム
川

学
の
奥
磁
(
・
フ
ん
?
っ
)
を
き
わ
め
た
日
迩
上
人
で
す
の
で
、

そ

の
思
想
的
叫
院
は
X
A
Hに
よ
ヲ
て
形
ち
づ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
そ
の
当
時
の
法
然
上
人
の
必
か
れ
た
お
念
仏
の
伯
仰
は、
日

本
中
作
々
浦
今
に
弘
ぶ
っ
て
お
り
、

時
代
的
な
町u
g
は
、

む
し
る

念
仏
門
よ
り
強
く
う
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
法
然
上
人
が
、

時
険
相

応
の
仏
教
な
説
か
れ
た
と
川
し
よ
う
に
、
円

単
ヒ
人
目
・
分
も
と
り

ま
い
て
い
る
時
代
と

、

そ
こ
に
生
き
て
い
る
人
び
と
の
問
題
に
焦

点
を
合
わ
せ
て
い
ま
r

。
お
し
え
の
な
か
に
も
、

法
然
上
人
の
品
川

か
れ
た
お
し
え
の
念
仏
を
泊
目
に
お
き
か
え
て
或
か
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
忠
わ
れ
る
必
分
も
多
h

あ
り
ま
す
が
、

そ
の
辺
を
考
え

て
み
て
も
、

い
か
に
向
上
京
の
H
M縛
を
・
フ
け
ら
孔
た
か
が
わ
か
り

ま
す
。
も
う
一
つ
は、

祈
情
的
な
面
は
、

多
分
ζ
以
台
宗
の
お
し

え
の
彫
智
を
・
フ
け
て
い
る
よ
・
フ
に
思
わ
れ
ま
す
。
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路谷長

比
叡
山
ι
登
る
遣
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
6

京
総
と
，d
民
に
ま
た
が
っ
て
つ
ら
な
る
山
脈
が
、
比
淑
山
で
あ
る
の

で
、
ど
ち
ら
か
ら
で
も
烹
り
ド
り
が
出
来
る
の
で
あ
るe

比
叡
山
の
現
玄
関
は
、
と
ら
ら
か
と
い
・
コ
と

、

応
部
が
正
而
で
あ
る

が
滋
賀
県
の
火
惜
の
以
本
の
力
か
ら
亙
る
の
が
多
か
っ
た
か
ら

、

首
は

こ
こ
が
琵
山
口
で
あ
る
む

こ
の
坂
本
に
は
本
以
と
い
う
授
か
あ
る
が

、

一
ニ
粁
弱
で
あ
るe
滋
賀

県
か
ら
は

、

こ
の
家
が
一
ば
ん
大
き
い
の
で
あ
る
が
外
に
四
つ
あ
るc

然
し
援
本
に
延
暦
寺
の
虫
幼
と
い
う
お
守
が
あ
る
の
で

、

ど
う
し
て
も

こ
の
・
本
援
を
上ド
す
る
よ
り
道
が
な
か
っ
た
G

器
移
遣
が
前
例
参
道
に
な
っ
た
京
都
側
に
は

、

九
つ
の
奴
が
あ
る
。
修

学
院
に
ト
る
1
m
以
(
き
ら
ら
ざ
か
)
口
吻
守
谷
か
ら
一
ト
る
遣
は

、

北

山
川
路
と
、

総
動
守
路

、

商
務
の
釈
迦
品
川
と

、

門
部
谷
川
川町
守
の
二
つ
の

守令
I両】

良

不日

橋

長
谷
路
、

先
の
坂
本
へ
の
治
は

、

制
川
の
元
山
大
師
立
付
近
の
道
で

は
、

飯
室
路
(
い
い
む
ろ
み
ち
)
大
宮
谷
路
、
仰
木
路
、
走
出
路
と

い

う
の
が
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
遣
の
な
か
の
長
谷
路
で
あ
る
。

こ
の
道
は

、

個
w
mの
H
H竜
寺
の
門
前
右
側
の
細
い
迫
で
あ
る
。
こ
の

ん
山
手
を
出
ゐ
と

、

少
し
急
仮
で
は
あ
る
が
一
粁
ほ
ど
ゆ
く
と

、

H
U

川
、

白
椛
と
な
つ
ら
ね
る
峰
路
に
出
る
。

こ
の
あ
た
り
は
以
前
山
の
あ
た
り
で

、

せ
り
合
い
地
蔵
と
い
う
石
仏

が
二
つ
な
ら
ん
で
い
る
。

比
叡
山
の
追
を
し
ら
べ
て
い
る
と

、

品目
は
こ
の
道
を
走
出
路
と
い
っ

た
と
っ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
走
り
出
し
と
い
う
意味
は

、

駆
け
て
下
っ

て
い
く
と
、

す
ぐ
京
都
に
下
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
意味で
あ
る
ら

a
，
、
。

't'hv 
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こ
の
道
な
ド
る
と

、

~
一
以
都
の
八
般
か
ら
少
し
向
・
フ
の
大
阪
と
の
問
ぐ

っ
い
に
一
卜
る
こ
と
に
な
る
。
す
る
と

、

こ
の
道
の
下
っ
た
と
こ
ろ
か

ら
、

京
都
に
入
っ
て

、

ふ
都
の
郊
外
を
っ
た
っ
て
い
く
と

、

叶m
内
を
通



ら
ず
酋
の
方
の
栓
隙
に
い
く
こ
と
が
出
来
る
。

法
然
上
人
か
比
叡
山
西
拾
の
黒
谷
百
屯
寺
に
お
い
て
修
行
の
際
、
二

十
四
歳
の
叫
に
、
治
西
嵯
峨
釈
迦
誌
に
怠
関
し
た
こ
と
が
あ
る
。
比
叡

山
か
ら
ど
の
遣
な
一ト
っ
た
の
で
あ
'
?
フ
か
と
い
・
フ
こ
と
を
民
い
問
し
ら

べ
て
い
た
が
、
比
叡
山
の
あ4り
ら
こ
ち
ら
を
歩
い
て
し
ら
べ
て
い
る
・
フ

ち
に
、
お
そ
ら
く
こ
の
長
谷
路
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
う
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
こ
の
道
は
、
移
道
で
も
な
い
し
正
規
の
道
で
も
な
い
。

お
そ
ら
く
、
柚
道
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
う
c

比
般
に
は
廿
は
こ
ん
な
う
た
が
あ
る
。

政
は
修
附
胞

団
は
都
に
近
け
れ
ば

憐
川
の
奥
ぞ
住
み
よ
か
り
け
る
。

と
い
う
の
が
あ
る
。

京
と
い
う
の
品
川
市
来
絡
の
こ
と
で
、

線
本
中
盤
ゃ
、
大
講
註
の
あ
る
あ

た
り
で
、
あ
の
あ
た
り
は
血
な
ま
ぐ
さ
い
般
の
回
聞
か
吹
き、

山
法
師
J
V

御
輿
を
か
つ
い
で
京
都
に
あ
ば
れ
る
よ
う
な
こ
と
か
あ
っ
た
の
で
、
い

わ
ゆ
る
修
躍
。
也
』
4

っ
て
い
た
。

諸
問
と
い
う
つ
芯
、
品
等
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
一
ば
ん
都
、

京
都
に
近

い
と
こ
ろ
で
あ
っ
七
と
い
え
る
c

法
然
し
人
は
、
十
八
放
で
四
谷
川
市
・
谷
に
入
っ
て
隠
遁
生
活
に
入
っ
て

い
る
の
で
、
も
し
払
都
に
下
る
に
し
て
も
、
修
瓶
の
越
の
以
場
の
振
を

下
る
よ

・
フ
な
こ
と
は
な
か
っ
た
と
思
・
フ
。

こ
の
長
谷
路
を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
も

、

比
叡
山
の
寺
々
が
あ
っ
て
、

火
以
米
迎
K
や
促
芥
官
と
い
う
一
一
一
千
院
門
昨
、
一
史
は
ね
拡
殊
院
門
跡
な
ど

が
あ
る
し
、
同
一
千
院
に
慾
覚
大
師
が
戸
別
を
つ
た
え
た
と
こ
ろ
で
も
あ

っ
た
。

法
然
上
人
4
M、
四
十
八
谷
伝
に
よ
る
と、

こ
の
荻
宏
二
度
下
っ
て
い

る
。
一
回
は
二
十
四
訟
の
と
き、

い
わ
ゆ
る
峨
峨
釈
迦
堂
参
需
の
折

で
、

四
十
三
成
立
教
関
京
後

、

閉
山
の
広
谷
の
遊
漣
研
円
照
を
訪
ね
た

と
き
の
二
度
で
あ
っ
た
と
思
う
。

史
災
以
外
に
、
京
都
に
出
十
と
い
・
フ
の
で
あ
れ
ば

、

ま
た
別
で
あ
る
e

h
k谷
路
は
今
必
が
茂
っ
て
い
る
。
然
し
込
は
そ
う
歩
き
に
く
い
込
で

は
な
い
の
で
、
下
る
の
な
ら
ま
た
た
く
う
ち
に

、

八
甑
の
近
く
に
下
る

こ
と
が
出
来
る
。

H
N屯
寺
に
怠
路
す
る
人
は
最
近
多
く
な
っ
て
き
た
し

、

研
修
の
人
々

も
多
い
。

け
れ
と
、
法
然
上
人
か
F

山
す
る
と
き
歩
い
た
道
な
ど
は、

r
も
無

関
心
で
あ
る
。
八
瀬
ま
で
歩
い
て
欲
し
い
と
は
守
口
わ
な
い
が

、

せ
め
て

疫
の
途
中
ま
で
で
も
歩
い
て、

背
法
然
上
人
が
歩
い
た
で
あ
ろ
う
道
に

枇
あ
と
を
践
し
て
欲
し
い
。
背
竜
寺
乙
そ
法
然
上
人
の
ぷ
践
の
な
か
で

b

、
一
ば
ん
関
係
の
深
い
と
こ
ゐ
で
あ
る
。
こD
長
谷
路
も

、

ほ
竜
寺

と
と
も
、
抗
印
土
宗
徒
が
心
し
て
下
る
追
で
あ
る
・フ
。
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浄
土
宗
列

祖
墨
蹟

を
た

グコ

ず

ね

て

尚
々
大
切
ユ
一
被
成
鉱
-
印
後
A
q
t
て
沿
転
無
之
係
可
被
成
怯

先
頃
ハ
御
出
甚
々
的
批
必
弘
、
然
ハ
委
細
別
御
約
束
之
油
、

天
皐

御
所
持
之
三
咋
管
制
持
荘
厳
向
キ
之
飾
御
紋
付
之
斗
帳
打
政
鉱
等
迄
相

添
候
刷
進
之
候

、

御
而
4
4エ
山
中
候J辿
向
後
加
然
紘
之
方
へ
相
渡
候
儀
も
無

知
的
攻
故、

此
ゐ
へ
相
附
り
巾
仏
、
後
々
迄
退
転
之
無
様
被
為
常
民
旬
、

以
怠
何
b

も
可
中
紙
条
日
1

々
・
巾
飽
鉱

山
「
Z
U

拍
仲

回
也
誉
(
花
押
)

五
月
ヒ
日

廿
生品

川
サ
トE
a
3

4
t
u
t川
、

立
制
相

必
泌M
存
牛
・
は
以
制
作
い
光
明
与
三
位

、

知
思
院
二
十
五
位
と
し
て
活
躍
、

小
世
末
期
に
お
い
て
浄
土
宗
発
展
に
寄
与
し
た
高
僧
で
あ
る
。

文
明
元
年
三
河
の
張
広
佳
子
貌
忠
の
削
男
と
し
て
生
る
。
文
明
十
三

年
日
光
明
寺
側
山
釈
持
作
間
の
め
中
.
に
入
り
向
位

、

の
ち
川
同
御
怜H
大
思

守
二
此
訓
公
の
も
と
に
て
修
学
を
志
ざ
し
た
。
そ
し
て
帥
訓
公
と
共
に

信
光
明
寺
に
入
っ
た
。
訓
公
は
当
寺
の
二
世
と
な
っ
た
が
水
正
八
年
知

恩
院
に
移
住
す
る
や
む
什
牛
は
後
席
を
つ
い
で
三
世
と
た
っ
た
。
信
光
明

守
は
い
・
つ
ま
で
も
な
く
伝
平
日
光
(
税
忠
の
父
)
の
陸
立
の
寺
で

、

同

副
大
樹
寺
と
共
に
修
平
一
門
の
菩
絞
寺
で
あ
っ
た
。

永
正
十
七
年
訓
公
は
知
思
院
に
お
い
て
姐
山
復
興
亦
業
中
途
に
し
て

寂
し
た
G

応
仁
の
乱
に
よ
り
荒
鹿
し
た
知
思
院
を
兄
弟
子
の
珠
琳・
愚

底
・

帥
の
訓
公
ら
の
平
に
よ
っ
て
御
輿
の
筋
力
が
汎
れ
ら
れ
て
い
た
。

訓
公
は
A

ぷ
迫
成
を
遺
言
し
存
牛
に
託
し
た
。
作
牛
は
そ
の
巡
忘
を
継

い
で
知
恩
院
二
十
五
位
の
後
席
を
継
い
だ
。
彼
の
努
力
は
大
変
な
も
の

で
、

当
寺
浄
土
一
円
ボ
の
第
一
と
い
わ
れ
る
知
思
寺
を
も
し
の
ぐ
包
に
み

ご
と
に
知
恩
院
な
復
興
し
た
。
い
わ
ば
知
思
院
の
中
興
と
も
い
え
る
人

物
で
あ
る
。
花
川

一
小
は
知
思
守
と
知
恩
院
の
本
山φ
い
が
起
り

、

彼
の

は
刀
力
に
，a
り
知
恩
院
が
本
山
と
し
て
の
地
位
が
夜
立
さ
れ
た
。

写
真
は
大
永
七
年
知
思
院
を
辞
し
た
存
牛
が
信
光
明
寺
よ
り
阿
国
満

性
守
(
一
向
京
〉
に
山
似
て
た
抑
状
で
あ
る
。
3
窓
は
後
相
原
天
白
よ
り

頂
彼
の
世
市
な
品
々
を
紙
記
い
満
州
は
与
に
明
る
の
で
後
陀
ま
で
か
わ
り

な
く
相
続
す
る
よ
・
フ
〈
と
い
・
フ
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
満
性
寺
は
父

親
忠
建
立
の
寺
で
あ
る
。
知
思
院
を
復
興
し
た
存
牛
は
朝
廷、

公
家
と

も
深
い
帰
依
を
う
け
た
、

そ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら

、

こ
う
し
た
仇
貝
原
な
品

々
を
多
く
祁
似
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
釘
竹
川
ー
の
ぬ
官
は
こ
の
内
状
だ
け

で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
特
徴
の
人
ら
れ
る
も
の
で
も
な
い
が、

彼
の
一
隅

が
う
か
が
え
よ
う
。
昨
年
は
松
平
前
月
院
を
中
興
し
天
文
十
八
年
十
二

月
二
十
日
寂
し
た
。
〔
佐
々
木
洋
之
)
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を期して世に悶る.浄土信仰の意味と価値 ・ 法然上人の念仏の教え念日常
生活に災現する仕方 ・ 仏教徒としての心m等々. この一冊あれば浄土宗は
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